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【令和７年度版】プラチナレポート（成果編）は、令和８年３月時点の情報となっています
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－目次－
令和７年度プラチナの３つの取組みである
「R7PTによる検討課題」「R6PTによる検討課題」「各局区自主改革」
についてご紹介します。

令和７年度PTによる検討課題 （P４～P１１）

令和６年度PTによる検討課題 （P１２～P１６）

各局区による自主改革 （P１７～P５3）

通称
「プラチナ」

職員一人ひとりがより良い仕事ができるよう、職員の働き方等を見直すことで、
市役所全体の労働生産性やエンゲージメントの向上を図り、
これらを通じて、市民の皆様に質の高い行政サービスの提供を行うことを目的と
した取組です。

若手や現場の第一線で働く職員を中心に取り組んだ業務等の改善・改革を、
取組みの大小や実行段階（実施済・実施予定・検討中）にかかわらず、
プラチナの現時点の成果としてまとめた、市職員向けの広報誌です。
「見える化」を目的に、市ホームページでも公表いたします。

プロジェクトチームによる検討課題の特徴（P3）0１

通称「PT」

02

04

03

以降、の取組紹介では、和暦「令和」を「R」と表記しているものがあります。

プラチナ市役所プロジェクトとは

プラチナレポートとは
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「プラチナ」に込められた意味
日本経済新聞社が認定する、働きやすさと働きがいを高いレベルで実現する企業「プラチナ企業」が由来
 北九州市も

働きやすさ（ホワイト：白）と働きがい（ゴールド：金）を高いレベルで両立する（プラチナ：白×金）市役所
を目指すためのプロジェクト「プラチナ市役所プロジェクト」を令和６年度から始動しました！



●北九州市では、生成AIを日常業務で気軽に活かせる環境づくりを進めており、
全職員が自らの業務にAIを積極的に取り入れ、行政運営の高度化・効率化や
市民サービスの向上を図っています。

●R7年度プラチナPTについても、これまでの単なるデジタル化や環境改善だけで
はなく、現場の最前線で働く職員の「困りごと」や「もっとこうしたい」、「市民サー
ビスをより良いものにしたい」という思いについて、AIを活用した提案を行い、
所管課に、解決に向けた検討・実行をいただきました。

プロジェクトチームによる検討課題の特徴
～AIを活用した業務改善・サービス向上に関する提案～0１

相談窓口での相談記録作成（要約）を支援：詳細はP8へ
事務負担の軽減と窓口での対話時間を創出するため、
窓口等の相談対応後、職員が一から作成していた相談内容について、
記録作成（要約）について支援機能の導入を検討（R8年度から実証実験開始）

「AI契約事務アドバイザー」の導入：詳細はP8へ
複雑な契約事務について、職員が何時でも気軽に調べることができるようAIを導入
(R8.3導入）

●アナログ業務のスマート化や、利用者の利便性等の向上のための環境づくりに
ついても提案を行い、所管課に、解決に向けた検討・実行をいただきました。

直感的に分かりやすいピクトグラム等を活用した「区役所サインの改善」
：詳細はP６へ

事業者と市役所双方の負担を軽減する「債権者登録の申請手続の電子化」
：詳細はP7へ

安全・安心に業務に臨むための「本庁舎・技術職員の更衣環境の改善」
：詳細はP9へ
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市HP・電話対応へのAI導入：詳細はP７へ
市民の皆様が必要な情報を必要なタイミングで正しく把握できるよう
AI（ボイスボット（電話）・チャットボット（ＨＰ））を活用して、
24時間365日「最初の聞き役」となる自動応答の仕組みを構築予定（令和８年度）

市民サービスの向上:ＡＩを活用し、24時間365日対応の実現

現場のアイデア × AI で、市役所を進化させる

業務の高度化・効率化：手作業をAIでアシスト

変革を支える「手続きのスマート化」と「環境アップデート」



若手職員や現場の第一線で働く職員などで構
成される２６名のPTメンバーで、２つのテーマに
沿って検討し、課題及び解決策について、所管課
に提案を行いました。
制度等の所管課において、提案した課題を受け

止め、所管課に、課題の解決に向けた検討及び実
行まで進めていただいた、主なものをご紹介しま
す。

※サービスマネジメントとは・・・
サービスを提供する企業が、顧客のニーズに合わせた質の高いサービスを安定して提供し続けるための、組織的な
管理・改善活動のこと

横断的な視点で、市役所内部の業務改革・改善を中心に検討

サービスマネジメント（※）の視点で、市民サービス向上や労働生産性向
上につながる業務改革・改善を中心に検討

技術監理局技術企画課市長公室広報戦略課
(R8.4.1～企画・マーケティング課）

市長公室報道課会計室

総務市民局人事課総務市民局総務課政策局DX・AI戦略室技術監理局契約制度課

財政・変革局市政変革推進室総務市民局広聴課
(R8.4.1～みんなの声課）

総務市民局区政推進課総務市民局給与課

子ども家庭局子育て支援課子ども家庭局こども施設企画課保健福祉局障害者支援課保健福祉局保護課

都市整備局総務課都市戦略局総務課環境局環境監視課子ども家庭局こども若者成育課

若松区役所総務企画課小倉南区役所総務企画課小倉北区役所総務企画課門司区役所総務企画課

戸畑区役所総務企画課八幡西区役所総務企画課八幡東区役所総務企画課

井上（総市）渡辺（政策）行德（政策）湊（技監）吉田（危機）

土岩（八幡西）堀（若松）田端（小倉北）上田（戦略）石川（環境）

小坂元（行委）才所(教育）山内（水道）

ユーザーの困りごと

職員の困りごと

PTメンバー

鐵見（産経）松岡（子家）影山（保福）木村（財変）吉村（市公）

久保田（八幡東）島尻（小倉南）福山（門司）住田（港湾）松本（整備）

馬場（競技）杉(消防）早川（戸畑）

課題解決の検討及び実行いただいた所管課

（R8.3.31時点）

（R8.3.31時点）

（R8.3.31時点）

PTメンバー

令和７年度PTによる検討課題02
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ユーザーの困りごと編

ハード・ソフト両面から、窓口サービスをアップデート！
区役所窓口サービスの向上
～政策局DX・AI戦略室、門司区役所、小倉北区役所、小倉南区役所、若松区役所、

八幡東区役所、八幡西区役所、戸畑区役所～

区役所の窓口サービスに関する調査（職員アンケート、ヒアリング）等を実施したところ、窓口の
待ち時間の長さや呼び出しの分かりにくさ 、記載台のプライバシー確保など 、設備やシステム面
に課題があった。区ごとに応じた対応を行っていただきたい。

1

●レイアウトの最適化
・「おくやみコーナー」の移設やマイナンバー専用窓口の新設など、
分かりやすく利用しやすいフロア動線・配置に見直し

・レイアウトの変更や関係部署との調整を行い、既存の相談室や
スペース等を「カームダウンルーム」として活用できるよう検討

●滞在時間を快適に過ごせるための工夫
・待ちスペースのゾーンに応じて、待ち状況がわかる
モニター表示画面への改善

・待合スペースにキッズコーナーや親子優先席、
絵本・塗り絵を設置

・空きスペースで地元名産品販売（マルシェ）の開催
・デジタルサイネージ等の市政情報や
区独自作成の動画配信

【システム面：窓口モニターの見やすさ改善と予約システム活用の認知向上】

【設備面：各区の創意工夫による快適な空間づくり】
各区の実情に合わせてすぐにできる改善から着手し、ハード・ソフトの両面から窓口
サービスのアップデートを行いました。今後も必要に応じた対応を行っていきます。

●予約システムの認知向上
庁外への呼び出し通知などの新たなシステム開発に多額の費用をかけるのではなく、
既に導入した「窓口予約」の周知と利用拡大を優先して取り組むことで、
「そもそも待たせない」仕組みづくりを徹底して進めます。

●プライバシーを確保する工夫
・記載台の間にスペースを設ける
・手元を隠すボードやバインダー、
パーテンションの設置

※必要に応じて記載台を改修予定

PTによる
点検

●呼び出しモニターのデザイン等の改善
システムアップデートにより、各区の状況に合わせてモニターをより見やすい表示に
カスタマイズ可能にします 。モデル区での検証を踏まえ、順次展開していく予定です。

呼び出し状況を
新たに表示
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「迷わない・分かりやすい」区役所へ！
区役所サインの改善
～門司区役所、小倉北区役所、小倉南区役所、若松区役所、八幡東区役所、八幡西区役所、戸畑区役所～

区役所サインについてPTでユーザー目線で点検を実施したところ、案内表示（サイン） につい
て、「文字が小さくて見えづらい」「掲示物が多すぎて目的の案内が埋もれている」等の課題が
あった。各区において、できる改善からやっていただきたい。

2

R6年度に全区役所において、施設点検を行い、見つかった課題については、出来るとこ
ろから実施していました。今回、プラチナPTの目線で点検した結果、見つかった課題に
ついての提案も受けて、今後も出来る改善を実施していきます。

【掲示による情報過多の解消とルールの明確化】
●掲示物のスリム化
パンフレットラックやポスターを整理・集約し、情報過多な状態を是正しました。

●庁内ルールの策定
余分な貼り紙を原則禁止とする「庁内掲示物ガイドライン」などの
統一ルールを策定し、庁舎全体の景観と分かりやすさの両立を図りました。

【R7PTメンバー点検結果】

・文字が小さくて見えづらい
・掲示物が多すぎて目的の案内
が埋もれている」
・サインが劣化している

等
※PT提案書より抜粋

（JIS Z8210 
案内用図記号）

●利用者目線での配置
高校生など外部の視点を取り入れた総点検を実施し、
「目線より上の表示には気付きにくい」といった指摘をもとに、
フロア案内図を目線の高さに下げたり、現在地（西棟・東棟など）
を明示したりするなどの動線改善を行いました。

●傘の貸し出しサービス実証の開始
区役所庁舎と駐車場の間で忘れ傘を活用した貸し出しサービスの
実証を開始しました。
（忘れ傘の不足により、サービスを停止する場合があります）

●傘の貸し出しサービスの周知
すでに、傘の貸し出しサービスを提供していた区役所においては、
よりわかりやすい表示を行い、サービスの周知を図ることとしています。

区役所庁舎と駐車場の間で、傘の貸し出しサービス実証開始
～門司区役所、小倉北区役所、小倉南区役所、若松区役所、八幡東区役所～

急な雨が降った時に対応し、傘ごみを削減するため、傘のシェアリングサービスなどを
導入できないだろうか。

3

ユーザーの困りごと編

【来庁者目線でのデザイン・配置の見直し】
●視認性の高いサインへの変更
文字だけでなくピクトグラム（図記号）を活用したり、
色彩やフォントを統一したりすることで、
パッと見て直感的に分かる案内表示へと変更しました。
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２４時間３６５日問い合わせ可能に！
市HPおよび電話対応の効率化に向けたAIの導入
～市長公室広報戦略課(R8.4.1～企画・マーケティング課）、政策局DX・AI戦略室、

総務市民局区政推進課、広聴課(R8.4.1～みんなの声課）～

誤った部署への電話や異なる部署への電話転送については、市民が必要な情報にたどり着きに
くい現状がある。市HPを分かりやすいものにすると同時に、AIを活用して、必要な情報を必要な
タイミングで正しく把握できる仕組みを構築してほしい。

4

●市民が必要な情報にたどり着けない要因の１つとして、
市HPの分かりにくさがあるため、市HPを分かりやすく整理していきます。

●また、市民が必要な情報を必要なタイミングで正しく把握ができるよう、
R7年度の小倉北区での実証を踏まえ、R8年度から、
いつでも知りたいことについて問い合わせができるよう、
AI（ボイスボット（電話）・チャットボット（ＨＰ））を活用して、
24時間365日「最初の聞き役」となる自動応答の仕組みを構築する予定です。

就労証明書の提出に伴う保護者等の負担を軽減！
～子ども家庭局こども施設企画課～

保育所利用に係る就労証明書の提出期限が短く、保護者や就労先に負担がかかっている。
一連の手続きをオンライン化すれば、証明書様式の印刷や依頼・提出等に要する時間を省略・
短縮でき、保護者・就労先ともに余裕をもって就労証明書の準備・提出ができるのではないか。

5

事業者と市役所双方の負担軽減！
債権者登録申請手続の電子化を推進
～会計室～

現在、債権者登録は紙での提出・確認が必要となっており、事業者・市役所双方に負担が生じて
いる。電子化を進めることで、手続きの負担軽減や迅速な支払いにつながるのではないか。

6

●R６プラチナ PT からの提案課題であり、検討を進める中で、
業者登録手続と連携することで、事業者の負担軽減につながる
ことが分かりました。
●事業者・市役所双方にとって利用しやすい申請手続となるよう、業者登録
手続との連携や情報の確認方法の整理を行いながら、段階的な電子化を
進めていきます。

●まずは、就労証明書の作成・提出に係るスケジュールの見直しを行い、
保護者や就労先が余裕をもって準備・提出ができる日数を確保します。

ユーザーの困りごと編

●手続きのオンライン化については、国が今年度から運用開始するシステム
及び他都市の動向に留意しつつ、企業等の理解・協力も得ながら、
円滑な導入に向けた進め方を検討していきます。
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職員の困りごと編

●小倉北区役所では福祉分野の相談について、AIを活用して
窓口対応の向上を図る取組を実施する予定です。

●その取組の１つとして、窓口での対話する時間を創出するため
福祉関連窓口での相談内容の記録作成（要約）支援機能の導入を
検討しています。

生成AIを活用した業務改革とサービス向上！
相談窓口での相談記録作成（要約）支援の導入
～政策局DX・AI戦略室、小倉北区役所～

相談対応後、職員が一から議事録を作成するため、作業時間が多くかかっている。
内容整理に人的ミスが入り込むリスクもあるため、AIによる支援をしてほしい。

1

職員からの声を受けて、契約事務に関する負担軽減のため、以下の対応を行いました。

契約事務に関する負担軽減！
～ＡＩ契約事務の導入＆契約事務手引き（HP）の改修～
～会計室、技術監理局契約制度課～

職員が契約事務で活用する「契約事務の手引き（ＨＰ）」について、得たい情報に直ぐ到達でき
ない。また、契約事務についてのAI導入や、支払いに関するAIを集約してほしい。

2

【AI契約事務アドバイザーの導入・AI支払い事務の対応】
●何時でも気軽に調べることができるよう、「AI契約事務」をR8.3に導入します。

【契約事務手引き（HP） の改修】
●職員が契約事務を行う際に活用しているHPについて、掲載情報が古かったり、

HP自体の複雑さ等から、得たい情報に直ぐ到達できない状況でした。
●そのため、情報を新しくするプラス実務に応じた構成となるようHPの改修を行いました。

引き続き、必要な改修を行っていきます。

PTから提案のあったAI支払い事務の導入について、生成AIのバージョンアップにより、
検索機能が改善し、データの参照先を複数選択できるようになりました！
このことにより、「AI会計室（R7.7に導入済）」と「AI契約事務アドバイザー」等を統合した
「AI支払い事務」を作成しなくとも、実質的に、
契約事務と会計事務をまとめての検索が可能になりました。

デザインを刷新！
実務に応じた構成に
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●R9.1定期評価（評価期間：R8.1～12）より、
被評価者となった全職員に対して、人事評価システムで
評価結果（絶対評価）を開示します。（開示内容の閲覧は任意）

●評価結果のフィードバックは、１on１ミーティングを活用して、
所属長から本人へ伝達し、人材育成を図っていきます。

評価への透明性等の向上と能力開発の促進！
人事評価結果（絶対評価）の開示とフィードバック
～総務市民局人事課～

現在の人事評価では、開示の申請を行う必要がある。特に２０～３０代の市職員は開示を希望し
ているため、請求せずとも人事評価を開示していただきたい。

●喫緊の対応として、以下の対応を行いました。
・安全性の確保として、
全職員を対象に更衣室等への侵入防止策の実施

・更衣室内の配置換え等による更衣スペースの確保

本庁舎の技術職員について、更衣室やロッカーが狭く、私物と業務用品の分別が困難な状況が
ある。また、関係者以外が誤って更衣室に入室できるなど安全面でも懸念がある。
安心して更衣ができるスペースを確保してほしい。

安心して業務に臨むための、
本庁舎の技術職員の更衣環境の改善
～技術監理局技術企画課、総務市民局総務課、都市戦略局総務課、都市整備局総務課～

3

4

●技術職員は作業服への着替え頻度が高く、
更衣環境の快適性は日常業務の質に直結することから、
R8.1に庁内プロジェクトチームを立ち上げて検討を進めています。

●プラチナPT要望の、新たな更衣スペースの確保などは、
改善内容によっては一定のスペースや予算の確保が必要なため、
利用する職員の意見を聞きながら、必要な取組みを行っていきます。

●各自が普段使用しているスマートフォンなどに
ChatLuckアプリをインストールしている場合は、
メッセージが来た際に新着通知があります。

●しかし、グループウェアシステムの仕様では、
ChatLuck の新着通知機能に対応していないため、
R9.1のシステム更新時に対応できるよう
開発元と調整中です。

業務における円滑なコミュニケーションの実現！
ChatLuckの新着通知をイントラに表示
～政策局DX・AI戦略室～

5

業務に関するコミュニケーションについて、ChatLuckを活用しているが、業務用パソコンだと、
メッセージが来ても通知がないので分からない。desknet‘sNEOに表示させてほしい。

（ChatLuckのHPより ttps://www.chatluck.com/api/）

職員の困りごと編
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●プラチナPTからの提案を受け、定例の内部会議の実態調査を
実施し、現状を分析。

●R8年度に、新ガイドラインを整備し、会議体の統合や開催方
法等の見直し（デジタルツール活用など）を全庁的に依頼して
いきます。

●今後は効果測定を行い、その結果を見える化することで、
全庁的な見直し検討を促していきます。

会議の効率化と質の向上に向けたガイドラインの整備
～財政・変革局市政変革推進室～

内部会議について、開催の目的が不明確で会議が長引いたり、資料・議事録作成のルールが
曖昧である。また、WEB会議などのICT活用も不足している。

PTメンバーからの提案を受け、照会回答および通知事務の業務効率化に向け、以下のと
おり、ガイドラインの整備や新たなアプリの導入を予定しています。
※単なる発出にとどまることなく、ガイドライン運用を徹底するための啓発を
行っていきます。

庶務事務（照会回答・通知業務）の効率化！
ガイドラインの整備や「文書管理アプリ」の導入
～政策局DX・AI戦略室、財政・変革局市政変革推進室～

全庁的に発生している「照会回答」業務について、依頼様式もバラバラで回答側にとって大きな
負担となっている。また、「通知事務」についても発出方法等のルールがなく、所属ごとの運用に
任されている。少しでも業務改善が図られるよう、統一ルールを設けてほしい。

6

7

【通知事務】
●総務担当課を経由せずに、全職員一斉に通知ができるよう
R9.１からデスクネッツの「文書管理アプリ」の導入・活用（予定）し、
集約化・事務の簡素化を図ります。

【照会回答】
２つのガイドラインを整備し、庁内周知を図っていきます。

●環境整備編
従来の「依頼文」に代わる「庁内照会フォーマット」や、
kintone等ツールを活用した照会・回答に関する情報を掲載

●運用ルール編
それぞれの視点（照会発出部署、総務担当課、受
領部署）で守るべきルール

職員の困りごと編
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●マニュアルの掲載場所の集約については、
R６プラチナPTの提案課題の解決策として
既に、庁内WEBサイト上に
「常用システムマニュアルリンク集」を設置する
等の対応済みです。

●今回、R7プラチナPTからの、
「システム操作だけでなく、併せて参照する頻度
が高い事務もその業務ごとに掲載してほしい」
という声を受け
「常用マニュアルリンク集」として
アップグレードを行い、R8.２に公開しました。

マニュアルを探し出す手間を短縮！
イントラナビ上に、業務マニュアルを集約・体系化
～会計室、政策局DX・AI戦略室

現状、様式、マニュアルは、業務ごとではなく、所管課ごとのページ等に掲載されているため、
複数の場所のマニュアルを参照しないといけないし、探し出すのに時間がかかる。

8

※各マニュアルについて「構成の標準化」
「Tipsの共有」を実現するための方法について
検討を行い、課題への対応としてkintoneアプリを
公開しました

点検項目を統一し、シンプルなものとすることで、
車に詳しくない職員でも日常点検が出来るよう、
日常点検表を見直しました。
●日常点検表について、点検項目の統一と、

点検項目を必要最低限の項目に見直し
●「公用車安全運転マニュアル」に点検方法を追加
●点検表への記入漏れ防止のため、

カギと日常点検表をセットで配布するよう周知

※あわせて、安全運転管理者及び管理責任者が
同一で問題ないことを日常点検表に記載

誰でも・迷わず・簡単に！
公用車の日常点検の運用方法の改善と点検表の見直し
～総務市民局総務課～

現在の公用車日常点検表について、本庁共有車両と所属車両とで点検項目が一致していない。
また、車に詳しくない職員にとっては、公用車のどこを点検したらいいか点検方法が分かりにくい。

9

職員の困りごと編
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令和６年度に実施したプラチナは、若手職員や現場の第一線で働く
職員などによる２９名のPTメンバーで、３つのテーマについて課題
を洗いだし、所管課に提案を行いました。
その後、所管課において、課題の解決に向けた検討・実行をいただ

いたもののうち、令和７年度に成果が出た取組みについて、主なもの
をご紹介します。

令和６年度PTによる検討課題03

職員が自らの職場環境に愛着を持ちながら、
快適に仕事を進めるために、何を変えていくか。

職員の連帯感・協力関係を高めながら、
働きがいのあるキャリア形成や働きやすい人事制度として、
何が求められているか。

効率的な業務を行うために、
どのような制度変更や事務の集約・共通化等が行えるか。

ルール ～仕事のやり方編～

オフィス ～オフィス環境編～

ワークスタイル ～勤務・休暇制度編～

R6プラチナのテーマ
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●事務の集中や事業者の負担を減らすため、
R8年度からは、R8.４.１より前に、余裕をもって契約の準備ができるよう、
新たに方針（取扱い）を定めルールを緩和しました。

年度当初の契約事務の負担軽減！
年度前における契約準備行為の緩和
～技術監理局契約制度課～

年度当初に契約事務が集中するなど、市職員と事業者の双方に負担が生じているため、
年度前の随意契約の契約準備行為を緩和してほしい。

●契約規則の運用を改正し、R8.2.17以降の契約から
業務委託契約における上限額を
「10万円以下」から「20万円以下」に引き上げました。

社会情勢に合わせた契約へ！
少額随意契約の上限額を引き上げ
～技術監理局契約制度課～

●現在、各課で行っている物品発注・支払業務について、
重複する業務の集約化ができないか検討しています。

●R7年度は、発注や支払業務の一括化、ECサイトの活用等について
事業者にヒアリングを実施しました。

●R8年度は、発注や支払業務の一括化等について、
一部の局や区役所で試行実施等を行う予定です。

煩雑な事務をスマートに！
物品発注・支払業務の集約化検討
～会計室、技術監理局契約制度課、財政・変革局市政変革推進室～

文具類をはじめとした物品購入業務は各課ごとに行っている。事務の効率化に向けて、
発注や支払い業務の集約ができないか。

仕事のやり方編

1

一社見積で随意契約できる契約金額の上限を、社会情勢の変化に応じて見直していただきたい 。

2

3

●また、R7プラチナPTから提案のあった「見積書の押印廃止」について、全ての契約で
の見積書の押印廃止は、偽造防止の観点等から難しいため、上記の取組（ECサイトの
活用）に合わせて、物品の買入れ契約についての見積書の押印廃止を検討します。
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●現在、紙処理で行っている
会計年度任用職員の服務管理について、R10年冬の
システム導入を目指し、現在、課題の整理等を進めています。

●新システム稼働までの暫定運用として、特に事務負担が大きい
「市民センター館長」を対象に、kintone等を活用した服務管理の
オンライン化をR7.12～試行実施しました。

手間だった紙処理を見直し！
会計年度任用職員の服務管理をシステム化
～総務市民局人事課、給与課～

会計年度任用職員の出退勤管理が紙処理となっている。システム化すれば、給与計算も自動的
にできるようになり職員の負担の大幅な減少ができる。

●従来の複雑な旅費計算ルールを抜本的に見直し、
より簡素で柔軟な経路作成を可能とする等、旅費事務の
大幅な事務負担軽減を図りました。

●更なる負担軽減に向けて、R8.4から旅行経路作成の
補助等業務の委託（旅費コンシェルジュ業務）を行う
予定です。

出張手続きの負担軽減に向けた旅費計算の簡素化
～総務市民局給与課～

4

旅費計算ルールが複雑で、出張時の経路や金額の計算に多くの時間と作業が発生している。

5

契約事務経験者でも、新規事業等の契約の仕様書作成は難しく、かなり時間がかかっている。
他所属で同様の事例での仕様書を作成している場合が多いので、仕様書をパターン化してい
ただきたい。また、契約事務初心者でもスムーズに契約できるようサポートしてほしい。

【初心者向けマニュアル】
●初めて仕様書を作成する職員でも適切に作れるよう、
仕様書の作成方法、内容並びに留意点を詳細に記載した、
多様な委託業務に対応できる初心者向けマニュアルを作成し、
イントラナビ等でR8.3に提供しました。

●マニュアルのバージョンアップは、今後も常に行っていきます。

スムーズな契約事務をサポート！
初心者向けマニュアルと共通仕様書の提供
～技術監理局契約制度課～

6

仕事のやり方編

【委託業務の共通仕様書】
●共通仕様書の作成のため、
R7年度にkintoneを用いて、各課の仕様書を収集しました。
●委託業務の共通仕様書（ひな形）については、より効果的な
仕様書を分析・検証のうえ、R8年度中に共有します。
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●予約不要で、気軽に交流や情報交換が行える少人数の利用が可能な
執務室（コワーキングスペース）を１５階会議室に整備する予定です。
なお、イントラPC利用可で勤務時間外の空調利用にも対応予定です。

交流や共同作業等ができる
コワーキングスペースを会議室に整備！
～総務市民局総務課～

職員同士の交流を図ることができ、時間外勤務時に空調が稼働するなど、作業効率が向上するよ
う職場環境の整備ができないか。

女性職員の採用が増加している一方で、本庁舎の女性用ト
イレの数は各フロア２個と少ないため、４個に増設できないか。

●R7年度
６階女性用トイレ１カ所の改修を実施します。

●R8年度
女性用トイレ２カ所、多目的トイレ１カ所（１５階）の改修を

実施します。
●R8年度以降

他のフロアについては、R7プラチナPTの課題
「技術職員の更衣環境の改善」の関係課とも

協議しながら計画的に進めます。
※拡張工事可能なフロア （2,10,12～14階）

働きやすいオフィス環境へ！
本庁舎女性用トイレ等の増設
～総務市民局総務課～

オフィス環境編

※勤務時間外の空調は、従前から、組織をあげて取り組む業務等を対象に、
空調延長依頼があった場合に対応しています。

7

8

●業務用パソコンでWEB会議ができるよう、R9.1～の導入を目指し、
環境構築および庁内ネットワークの改修を実施していきます 。

●まずは、R7年度に庁内端末でのWeb会議実現に向けた検証を実施し、
改修項目を整理しました 。

業務用PCでの「Web会議」の実現！
～政策局DX・AI戦略室～

現在の業務用PC(イントラやモバイル端末）は、カメラ機能等に制限があって、
WEB会議ができないため、各所属で機材等を揃えている。WEB会議ができるようにしてほしい。

9

-15-



熱意とチャレンジ意欲溢れる職員のニーズに応えられるよう、以下の対応を行いました。

【庁内公募のテーマ（分野）の拡充】
●R７年度（R８年４月異動）の庁内公募において、

未来産業の創造と雇用の創出など、公募テーマを拡充
●省庁等への派遣ポストについて、前年度比で拡充（４⇒７ポスト）

【キャリアコースの新設】
●係員からの認定も可能な全世代型のキャリアコースとして

「ＰＴ（プロフェッショナルトラック）」制度を新設。
R８年度から実際の募集・認定を実施します 。

庁内公募のテーマ（分野）拡充やキャリアコース新設
～総務市民局人事課～

個々の意欲や希望を尊重する組織体制の構築や、職員の主体的なキャリア形成の支援のため、
自身のスキルや経験、意欲を活かせる部署で働きたい。また、そういう機会を増やしてほしい。

●職員の主体的なチャレンジを支援するため、
R8.4から、正規勤務時間の一部（上限20%）を活用して
「部局横断プロジェクトチーム」や「DX推進」といった
他所属の課題解決に取り組める新制度を試行実施します 。

部署を超えて挑戦！
勤務時間の「最大20%」を活用した新制度を開始
～総務市民局人事課～

●実務経験が少ない職員でも気軽に学べるよう、
kintoneを活用して、実務に関する研修動画を
通年で受けられるようにしました。

●R７年度に各部署の業務知識を伝えるスキル向上のため、講師となる
職員を対象とした「研修講師スキル強化研修」を実施しました。

気軽に実務を学べる環境の整備
（動画研修の通年開始）
～総務市民局人事課～

実務にすぐ生かせる研修が少なく、教育が職場任せになっている。
また、講師（市職員）向けの研修も強化することで、市役所全体の業務効率の底上げにつながる。

内示から異動までが短く、異動準備に追われ、他の業務に影響を及ぼす。
また、生活・仕事面で対応が難しいため、他の政令市並に期間を拡大してほしい。

●人事異動作業の効率化を図るため、R8.4の職員級（主査～係員）
異動において、内示から異動日までの期間を、
従来の「５営業日」から「8営業日（10日間）」へ拡大し、
短期間での引継ぎ等の負担軽減を図ります。
（例：4月15日内示→4月25日異動）

ゆとりをもった異動準備へ！
内示から異動日までの期間を拡大
～総務市民局人事課～

勤務・休暇制度編

10

12

13

11
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プラチナPTとは別に、各局区で自主的に取り組んでいただいた
職員等の改善・改革の取組みを一覧にしてご紹介します。
※主な取組みについては、トピック形式で紹介

港湾空港局（４件）会計室（３件）

門司区役所（１３件）市長公室（１件）

小倉北区役所（４件）危機管理室（２件）

小倉南区役所（２件）技術監理局（８件）

若松区役所（１件）政策局（４件）

八幡東区役所（３件）総務市民局（２件）

八幡西区役所（２７件）財政・変革局（１件）

戸畑区役所（９件）保健福祉局（１２件）

消防局（２件）子ども家庭局（１件）

上下水道局（８件）環境局（２件）

交通局（２件）産業経済局（２件）

公営競技局（２件）都市ブランド創造局（８件）

教育委員会（３件）都市戦略局（２件）

行政委員会事務局（１件）都市整備局（１件）

課題解決の検討及び実行いただいた局区

（R8.3.31時点）

各局区による自主改革04
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自主改革 トピック

請求書の様式は規則等で定められているもののほか、記載要件を満たし会計事務の処理に支障が
ないと認めるものであれば、請求者が独自様式で作成する請求書（独自請求書）も使用できます。
しかし、その要件を満たさない独自請求書が少なくなく、差替や内容追記等で請求者、担当課に負担
をかけるとともに会計室の迅速な事務処理にも支障をきたしていました。
そこで、請求書の記載事項について次のような見直しを行い、独自請求書をできる限りそのまま使

用できるようにすることで請求者、担当課の負担軽減及び会計室の事務処理の迅速化を図ります。

①北九州市長以外の宛名による請求を認めます（所属名称など北九州市宛てとわかるもの）。
②法人の請求者は代表者職・氏名の表記を省略可とします。
③官公署（等）、公共料金事業者、その他債権者からの請求であることが確実であると認められるも
のについては住所表記も省略可とします。

請求書の見直し
～会計室～

市が使用した公共料金（電気・ガス・通信）の支払は、支出命令書に払込取扱票（紙帳票）の添付が
必要なため電子決裁とはならず、支出担当課は押印決裁による会計室への持ち込みが必要でした。
また、払込取扱票の種類によっては、払込時に振込手数料が発生し、金融機関においては払込取扱票

への領収印押印などの事務処理が負担となっていました。
そこで、払込取扱票（紙帳票）で支払を行っている公共料金（電気・ガス・通信）をクレジットカード支払

に切り替えることで、電子決裁を可能とし、押印決裁による負担を軽減しました。
（R7.11月から順次切替手続き中）

公共料金のクレジットカード支払導入
～会計室～

【取組効果】
✓ 払込取扱票（紙帳票）の削減
✓ 支出担当課の支払事務にかかる負担の軽減（電子決裁化）
✓ 払込取扱票（紙帳票）にかかる振込手数料の抑制
✓ 金融機関での事務処理削減

ー会計室ー

1

2

市民のニーズを反映した災害情報発信を整理（防災X）
～危機管理室危機管理課～

「信頼できる最新の防災情報がわからない」という市民の不安の声を受け、令和7年8月の大雨災害
時には、防災Xで定期的な情報発信を行いました。
その後、より効果的で市民が求める情報発信を行うために、投稿内容の精査及び他部局の公式Ｘとの
連携体制について整理を行いました。

3
4
5

緊急安全確保

Evacuation

Instruction
Issued

ー危機管理室ー

3
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自主改革 トピック

総合評価落札方式に関する資料作成等において、企業と職員の双方の負荷軽減を図ります。

総合評価落札方式の手続きの効率化など
～技術監理局技術支援課～

本市発注工事で事故が発生した場合、工事監督課から事故（災
害）報告書を検査課へ提出しています。
これまでは、工事監督課でExcel様式の事故（災害）報告書を

作成後、それを電子メールにて検査課へ提出し、その後、技術監理
局内では、文書管理システムで同報告書を電子供覧していました。
このように事故（災害）報告業務は、異なるシステムを用いて行っ

ていたため、完結するまでに多くの時間を要していました。
そこで、事故（災害）報告書の作成、検査課への提出、技術監理

局内供覧を全てkintoneアプリで出来るように改善しました。
これにより、時間の削減、効率化とともに迅速な情報共有ができ

るようになりました。

事故（災害）報告書のkintone化
～技術監理局検査課～

評価項目申請のため紙で
資料提出(入札期間)

開札後に
帳票作成・発行

帳票を添付して
資料削減及び負荷軽減

電子で評価項目申請
(随時受付)

自動で帳票作成
開札前に発行

帳票を添付して
資料削減及び負荷軽減

開札公告

公告 開札

・資料の不備修正が開札前にできる
・事前に評価点がわかる
・資料作成の手間が軽減できる

・受付作業の軽減ができる
・帳票作成の手間が削減できる
・負荷の平準化が図れる
・メール誤送信のリスクが軽減できる

現行

graffer kintone

R8～

企

企

企職

職

企 業 職 員

メリット

2回目以降

1回目以降

1週間で
確認

受付開始
までに確認

企

全てkintoneで完結！

事故報告書の作成
検査課への送付
技術監理局内の供覧

工事監督課

技監局
総務担当課

技監局
検査課

技監局
契約担当課

迅速な
情報共有

ー技術監理局ー

4

5

契約事務の効率化に向けた事務手続等の見直し
～技術監理局契約制度課～

受注する企業や職員の契約事務の負担軽減や適正化を図るため、事務手続等を見直しました。

●契約締結までの日数の拡大
すべての契約において、契約相手方の決定から契約締結までの日数を「５日以内」から
「１０日以内」に拡大しました。

●契約書等の作成を省略できる金額の引上げ
契約書等の作成を省略できる金額を「１００万円」から「２００万円」に引き上げました。
ただし、契約書等の作成を省略する場合は、請書の作成・提出が必要となります。
（契約金額が２０万円以下の契約では、請書の作成・提出を省略できます。）

6
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自主改革 トピック

大規模な出張所と区役所総務企画課計９か所に、
セミセルフレジを導入しました。
現金の受け取りや釣銭の計算・受け渡しが
自動釣銭機により行うことができるほか、
入金情報が自動的にデータ化されるため、
随時必要なデータの確認が効率的に行える
ようになりました。

出張所等にセミセルフレジを導入
～政策局ＤＸ・ＡＩ戦略室～

「不要文書・キャビネットの徹底廃棄」と
「報告書のキントーン化」に取り組み、
打合せや仕事から一旦離れて休憩等に使用
できるコミュニケーションエリアを整備した。

●創出面積：３４㎡
●廃棄文書：８トン
●キントーンアプリ：５つ作成

人事課オフィス整理
～総務市民局人事課～

お金を入れる

お釣りが
出てくる

ー政策局ー

ー総務市民局ー

7

8
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自主改革 トピック

『職員のスキルアップ』・『コミュニケーション活性化』・『エンゲージメントの向上』・『変革へのチャレ
ンジの支援』を目的とし、『転入者向け研修会』
『ジョブ・トライアル（体験）』・『局内人材育成研修』・『ミドル層職員の意見交換』を実施しました。

局内の人材育成プロジェクト「GrowNext Project」
～保健福祉局総務課～

キントーンを用いた民生委員業務の効率化の取組
～保健福祉局地域福祉推進課～

民生委員業務の課題（提出書類の煩雑さ・名簿の管理の複雑さ・時間外増加の懸念）を踏まえ、
キントーンアプリで民生委員業務の効率化に取り組みました。
●民生委員の推薦調書等の大幅な見直し（不要な書類・項目の削減）による記載者の手間の削減

及びペーパーレス化
●キントーンアプリの作成による名簿の一元管理、書類作成の自動生成による各区職員及び

本庁職員の時間外削減
●事務担当者向けのマニュアル整備、また表彰者漏れ防止のキントーンアプリの作成によるリスク管理

名簿

キントーンアプリ

出力

afterBeforｅ

ー保健福祉局ー

10

9

●什器廃棄を伴うフロア全体の整理整頓
●会議室と協議スペースにモニターを導入
●NAS入替と局共通・総務企画課の共有フォルダ再編
●フロア全体のインターネット回線導入
●局全体で目的意識の共有

局一丸となった業務プロセスの見直しと職場環境改善
～子ども家庭局総務企画課～

取り組みが評価され
『ペーパーレスチャレンジAWARD審査員特別賞』受賞

受賞後、さらに本庁舎外の庁舎にも展開！
モニターやWEB会議の積極的な活用を推進！

ー子ども家庭局ー

11
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自主改革 トピック

女性職員の更衣環境向上
～環境局総務課～

令和７年度プラチナ市役所プロジェクトの職員提案
課題「技術職員の更衣環境の向上について」におい
て、女性技術職員から更衣環境の改善を求める声が
あったことを受け、環境局では、独自の取組として、
女性用更衣室の移転・拡張やパーテーションの整備
等を行い、使いやすく、プライバシーにも配慮した女
性職員の更衣環境を整備しました。
その中で、従来、数人で共用していたロッカーを人

数分確保するとともに、ハンガーラックや全身鏡など
を新調しました。さらには、女性職員が利用できる交
流スペースを設ける等、女性職員のコンフォートな職
場環境の創出を図りました。

ー環境局ー

12

大規模小売店舗立地法の届出審査事務の改善
～産業経済局サービス産業政策課～

ー産業経済局ー

13

大規模小売店舗立地法の届出審査事務において必要とされていた手続
きを今一度、法的根拠から確認・整理し、より効果的かつ効率的な処理方
法を検討、実現した。
（年間削減数 紙：約5万枚、労働時間：150時間）
●改善の内容
①市公報への掲載をやめ、市のHPへの掲載を充実させる。
②紙での届け出受理を電子化方向へ。
③関係各課への照会回答にキントーンを活用。

●改善の効果
①当課担当及び法制課担当職員の省力化、公告までの日数短縮
②紙の使用量を年間約5万枚削減。紙資料庁内メール発送不要。
③照会が自動発送に。回答集約、表作成もほぼ自動。
各案件の進捗管理も自動で表になるため、ストレスフリー。

kintoneアプリの
アイコン
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自主改革 トピック

地域コミュニティにおいて、加入率の低下や担
い手不足が深刻化している一方で、地域貢献し
たい住民もいます。
そこで、各校区が必要としている人材について、

ボランティアとして参加できる仕組みを構築しまし
た。
二次元コードを貼付したチラシやポスターから

ボランティア募集サイトに誘導し、好きなボラン
ティア活動に参加する仕組みを作りました。

ボランティア募集による地域コミュニティの活性化
～門司区役所コミュニティ支援課～

ジェノグラム（家族図）作成時の時間短縮・簡素化
～門司区役所保健福祉課～

ジェノグラム作成の
課題を把握

【

【
・複雑な家族図は

・作成者によって

【旧来の作成手順】
①エクセル等の図形
機能を使って描画
②ペイントツールで
画像保存して利用

【課題】
・複雑な家族図は
作成に時間がかかる

・作成者によって
表記の差異がある

生成AIを活用してジェノグラム作成
ツールとマニュアルを数日で作成

・記号の描画、移動、修正等が容易
・データ保存、読込、画像保存が可能
・イントラ

・記号の描画、移動、修正等が容易
・データ保存、読込、画像保存が可能
・イントラPC等で無料で使用可能

《ツール画面》 《操作マニュアル》

ツールとマニュアルを
課内・関連部署に配布

【効果】
・描画や修正が簡単で
データ再利用や画像
保存も容易にでき、
作業時間を大幅短縮
⇒ 業務効率化

・作成者によらない
統一感のある表記
⇒ 図の見やすさ向上

ー門司区役所ー

14

15

区役所キッズスペース開設
～小倉南区役所市民課～

市民課待合スペースにキッズスペースを開設する
ことで、保護者にとっては手続きに集中できる環境、
子どもにとっては快適な空間を作り、親しみやすさや
利便性に対するイメージ向上に繋げていきます。

ー小倉南区役所ー

16
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自主改革 トピック

旧食堂跡地をフリースペースとしていましたが、利用者にアンケートを実施したところ対面座席
の利用しづらさなど課題がありました。区役所敷地内コンビニの開業にあわせて市民・職員がよ
り快適に過ごせるよう改善。清潔感のある内装を取り入れ、“ホッとする”空間づくりを行いまし
た。

旧食堂跡地を居心地よいフリースペースへリニューアル
～若松区役所総務企画課～

「感動区役所プロジェクト」職員の接遇力の向上
～八幡東区役所～

来庁者に感動してもらえる接遇を職員が行うことを目的に八幡東区の「株式会社千草」、
「福岡ひびき信用金庫」に指導・協力いただき、「八幡東区役所職員の誓い（スローガン）」と
「接遇マニュアル」を作成。

来庁者アンケート
を行った結果
職員の接遇に関し、
良い結果を得た

株式会社千草による研修 接遇マニュアルは
全職員へ配付

ー若松区役所ー

ー八幡東区役所ー

17

18
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自主改革 トピック

ー八幡西区役所ー

コンフォートな“空間”づくり ～八幡西区役所～

区役所を、自然と行きたくなる場所へ。
誰もが心地よく過ごせるよう、「にぎわい」と「居心地」をプラスし、
新しい区役所のあり方をカタチにします。

1

火曜コムまるしぇ くろさき憩いテラス

コンフォートな“関係”づくり ～八幡西区役所～

区民が集い、つながり、そして楽しめる関係性へ。
人と人とがゆるやかにつながれるよう、「交流」と「広がり」をプラスし、
地域に新たなつながりを生み出します。

2

日本初！ 区役所de角打ち -クロノヨル- 市民センターdeカフェ -ニシノ集い-

コンフォートな“窓口環境”づくり ～八幡西区役所～

誰もが気軽に訪れ、スムーズに手続きできる窓口へ。
手続きを行う区民に「安心」を、区役所で働く職員に「快適さ」をプラスし、
より質の高い区民サービスを実現します。

3

区役所初！ フリーアドレス官民連携Ｐ第１弾！ キッズスペース

19
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自主改革 トピック

小さな投資で始まる「オフィス改革」大作戦
～消防局八幡東消防署予防課～

●小さな投資（NAS購入）で紙書類の
データ化とストックレスを促進し、オフィス
内の紙書類・什器等の減少にチャレン
ジ！

●大量の紙書類の廃棄と半分以上の
既存什器の撤去に成功。

●レイアウト変更し、オフィス空間にも職
員の心にも余裕が生まれました。

ー戸畑区役所ー

● 1階窓口（市民課）の記載台に、高齢者等からの要望を
踏まえ「傘・杖立て」を設置しました。

● 今後、他の窓口（保健福祉課・国保年金課等）にも設置
する方向で検討中です。

窓口の記載台に「傘・杖立て」を設置
～戸畑区役所市民課～

1階窓口（市民課）の記載台には傘や杖を置く場所がなく、高齢者等から「書類記載中に
傘・杖をかけておける場所がほしい」との要望が寄せられていた。

ー消防局ー

撤去した什器 ミーティングスペースを新設

20

21
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自主改革 トピック

水道施設ネットワーク再構築の取組（通信のデジタル化）
～上下水道局浄水課～

Pythonによる事業場水質検査データの可視化を
活用した事業場指導の推進
～上下水道局水質管理課～

下水の水質検査で基準違反があった場合、事業者に対して是正を指導します
が、違反原因の究明が困難で、効果的な指導や改善が難しい事例もあります。
違反事業者への効果的な指導を実現するため、「過去から蓄積した水質検査
データから簡便に複数のグラフが作成できるアプリ」をPythonで作成しまし
た。
・アプリ実行で約30秒でグラフが完成
・グラフから水質悪化時の特徴等の知見が得られる
・事業者にグラフを示して、是正の指導を実施
指導が効果的に行えるようになり、事業者からは「わかりやすい」、
「改善のヒントになる」等の好意的な反応もありました。
「データ活用」により、業務遂行の質が向上しました。

新たな通信方式に、セキュリティ性の高いIP-VPNを採用し、順次切替えを進めています。
新方式への切替えや必要な機器改造にあたっては、
技術職員の直営作業により実施します。(一部対象施設を除く) 

ー上下水道局ー

①通信費の削減：年間１千万円以上 (半額以下！)
②通信品質の安定性および速度の向上
③通信品質の向上に伴うトラブルへの

対応に係る時間外勤務の削減：年間 約50時間
④直営作業による工事費の削減：合計 約1.7億円
⑤作業を通じた職員の技術力向上
⑥市主導での構築（ベンダーロックインの回避） サービス終了サービス終了

IP-VPNIP-VPN

本市の水道施設は、市内外に約80施設と広く分布（市街地・山間部・離島、ダム等）しているが、
施設間の通信に利用している既存のアナログ専用回線はR10年度いっぱいでサービス終了して
しまう。そのため残り３年というわずかな期間で、新たな通信方式へ切り替えなくてはならない。

上下水道料金の納付書のサイズの縮小（ハガキ化）と
デザイン刷新によるコスト削減と業務の負担軽減
～上下水道局営業課～

ハガキの工夫が
「問合わせの増加」という
最初のきっかけを生み、
早期のきめ細やかな未納
整理を実現。
結果、最終的な督促等の発
送数減少と未納整理に係る
業務運営の負担軽減に成功

比較軸 これまで デザイン変更

フォーマット 封書 圧着ハガキ

ＯＣＲデータ ３９桁/４４桁 ２５桁/２１桁の小型化実現

デザイン 「重要」の文字のみ
黒地＋白抜き文字による
ハイコントラスト採用

心理的効果
「後で確認しよう」

（放置・ゴミ箱行き!?）
「至急対応しなければ」

（即時開封）

結果・インパクト
郵便代の値上げの波

年間44.2万枚の高止まり
郵便代含め、経費2,200万円減
約2,000通/月程度の停水予告減

22

23

24
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自主改革 トピック

Kintoneを活用した投票所写真の集約
～行政委員会事務局選挙課～

バス運転者採用試験に係る見直し
～交通局総務経営課～

① 遠方の方でも簡単に申込みができるよう申込方式を
「紙申請」から「電子申請」へ見直しました。

ー交通局ー

② 教養試験について、公務員試験対策が不要なSPI３に
よる試験方式を導入しました。

申込書の取り寄せや郵送が不要に
印刷経費の削減、準備期間の短縮といった効果も！

近年の応募者減少という課題への対応

広報活動（運転体験会や説明会）の強化に振替

R７年度 交通局 採用試験案内（抜粋）

ー行政員会事務局ー

● 未経験者でも、不安なく投票所の運営ができるよう、
選挙の度、レンタルスマホを使用して、機材レイアウト等、
投票所内の様子を撮影、記録に残しています。

● これまで、選管における写真データの集約には、数十箇所
もある、投票所個々のスマホを１台１台操作して、行う必要が
あったため、職員の事務負担が【大】でした。

● 令和８年２月の衆議院議員総選挙執行にあたり、
Kintoneを利用して、データ集約のアプリを作成。
これにより、上記の作業が不要となり、事務負担が軽減しました!!

Pi

25

26
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自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.7.14

【課題】
・市では会計に関するルールや手続きの情報を市職員向けの
内部ホームページで共有しているが、会計業務は専門性が高
く、特に担当者の交代時期や予算・決算の時期には問い合わ
せが増え、手続きに時間を要することがあった。
【取組】
・こうした課題を受けて、市職員向けの内部ホームページに掲
載しているルールや手続きの情報をもとに、生成AIを活用して
職員の質問に分かりやすく答える仕組み（AI会計室）を整備し
た。
【効果】
・職員が疑問を「いつでも」「即時に」確認できるようになり、手
続きの迅速化やミスの防止につながるとともに、事務処理の正
確性と安定性が向上することで、市民サービスの向上に寄与し
ている。

会計事務へのAI
の活用（AI会計
室の本格稼働）

ⅱ会計室1

R8.4.1

【課題】
請求書の様式は規則等で定められているが、記載要件を満た
し会計事務の処理に支障がないと認めるものであれば、請求
者が独自様式で作成する請求書（独自請求書）も使用できる。
しかし、宛名が市長でない、住所や請求者代表者の記載がな
い等、記載要件を満たさない独自請求書が少なくなく、差替や
内容追記等で請求者、担当課に負担をかけるとともに会計室
の迅速な事務処理にも支障をきたしていた。
【取組】
請求書の記載事項について、室内での検討及び法制課との協
議結果を踏まえ、次のような見直しを行うこととした。
①北九州市長以外の宛名による請求を認める（所属名称など
北九州市宛てとわかるもの）。
②法人の請求者は代表者職・氏名の表記を省略可とする。
③官公署（等）、公共料金事業者、その他債権者からの請求で
あることが確実であると認められるものについては住所表記も
省略可とする。
【効果】
・独自請求書をできる限りそのまま使用できるようにすることで
請求者、担当課の負担軽減及び会計室の事務処理の迅速化
を図ることができる。

請求書の見直しⅱ会計室2

R7.11月か
ら順次切替
手続き中

【課題】
市が使用した公共料金（電気・ガス・通信）は払込取扱票（紙
帳票）で支払をおこなっているが、市の会計事務においては支
出命令書に払込取扱票の添付が必要なため電子決裁とはな
らず、支出担当課は押印決裁により会計室への持ち込みが必
要であった。また、払込取扱票の種類によっては、払込時に振
込手数料が発生していた。金融機関においては、払込取扱票
への領収印押印などの事務処理が負担となっていた。
【取組】
払込取扱票（紙帳票）で支払を行っていた公共料金（電気・ガ
ス・通信）をクレジットカード支払に切り替えることで、電子決裁
を可能とし、支払先をクレジットカード会社へ集約した。
（R7.11月から順次切替手続き中）
【効果】
払込取扱票（紙帳票）の削減、支出担当課の支払事務の負担
の軽減（電子決裁化）、払込取扱票（紙帳票）にかかる振込手
数料の抑制、金融機関での事務処理削減につながっている。

公共料金のクレ
ジットカード支払
導入

ⅱ会計室3

【「分類」の凡例】
ⅰ）各局区独自で立ち上げたＰＴで実現した業務改善等
ⅱ）各局区の通常業務等の中において実現した業務改善等
ⅲ）R6プラチナPTから提案があった課題のうち、自主的な改善等

ー会計室ー
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自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R8実施予
定

庁内の広報マニュアルとして「How to PR」を公開し、職員向
けにページを整備しているが、当該ページの編集にはプログ
ラミング等の専門的な知識が必要である。このため、管理者
にとって編集が困難であることや、デザイン等の変更に対応
できる職員がいないことから、構成が古く分かりにくいものと
なっている。
そこで、kintoneを活用し、媒体やシチュエーションごとにカテ
ゴリー分けを行い、検索性の向上を図るとともに、誰もが編集
しやすい仕組みを構築する。また、利用者にとっても必要な情
報を容易に検索できる環境を整備する予定である。
本取組によって、より伝わりやすい広報を目指して、市の情報
発信力の強化を図るものである。

広報マニュアル
「How to PR」
のkintone化

ⅱ
企画・マー
ケティング
課

4

ー市長公室ー

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

実施中

危機管理室職員の防災対応力の向上を図るため、 「確認
ミーティング」と題して、過去の災害、事故等を題材に、北九州
市で発生した場合を想定した対応要領等に関する議論を実
施し、基本的な対応手順等の確認、課題の洗い出しを行う
「確認会議」を継続的に実施した。
また、他部局の図上訓練等に危機管理室職員が参加する

際、本取組の知見を活かして講評を行う他、意見交換等を促
すことにより、危機管理室内だけでなく、市全体の防災対応力
の向上にも繋がっている。

「確認ミーティン
グ」の実施

ⅱ危機管理課5

実施中

「信頼できる最新の防災情報がわからない」という市民の不
安の声を受け、令和7年8月の大雨災害時には、防災Xで定
期的な情報発信を行った。
その後、より効果的で市民が求める情報発信を行うために、
投稿内容の精査及び他部局の公式Ｘとの連携体制について
整理を行った。

災害発生時の
情報発信（防災
X）について

ⅱ危機管理課6

ー危機管理室ー
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自主改革 一覧

ー技術監理局ー

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.11.17
～

・働き方改革や生産性向上に実践的に取り組み、成果を上げ
ている北九州市内の建設業者（リーディングカンパニー）を
紹介し、取り組みの導入効果や手法を広くPRすることにより、
働き方改革など取り組む北九州市内の建設業者の拡大や
リーディングカンパニー自身及び建設業全体の魅力発信に
つなげる。

働き方改革・生
産性向上に実
践的に取り組む
北九州市内の
建設業者（リー
ディングカンパ
ニー）の紹介

ⅱ技術企画課7

R8.1.1

・これまで事故(災害)が発生した時の報告は、工事監督課が
Excelファイル様式を用い報告書を作成し、文書管理システ
ムにて検査課に提出、その後、検査課は受領した報告書を文
書管理システムにて技術監理局内で供覧していた。これを
kintoneにおいて報告書の作成、検査課への提出、技術監理
局内の供覧までの一連の業務が出来るようにした。
・事故(災害)報告に係る時間の削減、効率化、迅速な情報共
有につながっている。

事故(災害)報
告書のkintone
化

ⅱ技術検査課8

R7.5.15
他4回

本庁舎で開催する複数回に及ぶ会議について、業務をより
効率化するため、WEBと対面を組み合わせた「ハイブリッド
方式」の会議を導入した。
これにより、遠方の担当者は現場にいながら参加できる一

方、本庁舎の担当者は対面で議論を深めるといった柔軟な
運用が可能になり、大幅な時間短縮とスムーズな情報共有を
実現した。

会議のオンライ
ン化

ⅱ技術管理課9

R8.4.1

・総合評価落札方式では、価格と価格以外の要素(企業の技
術力等)で落札者を決定しており、工事ごとに落札者決定基
準を定めている。その基準に従い、企業が作成、提出した技
術資料を審査して、価格以外の要素の評価を行っている。
・価格以外の要素の中には、認証や認定の有無といった、有
効期限の到来等を除けば原則的には年度内における評価が
変わらない評価項目があるが、職員は同一の資料を何度も
確認・審査しており、業務負担が生じていた。
・工事によらない評価項目は、工事の公告前でも随時審査を
受け付けるようにする。企業は項目の入力と資料の提出を
grafferで行う。
・grafferでの受付により、紙での受付時の職員の対応が不
要になり、grafferとkintoneの連携により、職員が審査した
内容が自動で帳票作成されるようにし、決裁時の添付資料の
確認もkintone上で行うことで、職員の負荷軽減を図る。
・帳票は業者ごとにメール作成して送信を行っているが、
grafferにより配布することで、メール作成の手間も削減する。
・通常は技術資料の提出から開札までの1～2週間で審査を
行わなければならず、工事件数や参加業者が多い場合は、負
荷が集中するが、随時受付とすることで負荷の平準化が見込
まれる。
・提出資料の不備は、開札後に企業へフィードバックしていた
が、公告前の随時受付により、事前に不備修正できるようにし、
企業にとっては資料の不備により加点評価されずに受注でき
なかったということを防ぐことができる。

総合評価落札
方式の手続きの
効率化 など

ⅱ技術支援課10
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自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.4.1

・仕様書等の書類提出方法を、紙提出から財務会計システム
を利用した電子提出に変更した。
【効果】
（１）請求課担当者は、仕様書等を紙出力して契約課へ持

参（又はメール便送付）する必要がなくなったため、契約課へ
の往復時間が無くなると共に、課内の電子決裁終了後、速や
かに契約課へ仕様書等を提出することができるようになった。
（２）仕様書等、関係書類の修正が発生した場合のデータの
受け渡しを、スムーズに行うことができるようになった。
（３）契約課は、電子で届いたデータをＰＤＦ化する作業をス
ムーズに行うことができるようになり、またＰＤＦ化したデータ
の画像が以前より鮮明になった。
（４）既存のシステム（財務会計システム）を活用することで、
経費の負担を伴わずに、ペーパーレス化、事務の迅速化とい
う、事務改善を実現することができた。

物品購入・修繕
伺書等の書類
の提出方法見
直し

ⅱ契約課11

R8.2.17

・全ての契約において、契約締結までの日数を「５日以内」か
ら「１０日以内」に拡大した。
・また、契約書等の作成を省略できる金額を「１００万円以
下」から「２００万円以下」に引き上げた。

なお、契約書等の作成を省略する場合には、「請書（簡易な
契約約款付）」の徴取が必要（契約金額が２０万円以下の場
合等は、請書の徴取が不要の場合もある。）。
・令和８年２月１７日以降に落札者の決定又は随意契約の相
手方の決定を行う契約から適用。
・受注する企業や職員の契約事務の軽減及び適正化につな
がる。

契約事務の効
率化に向けた事
務手続きの見直
し

ⅱ契約制度課12

R8.3.3

・これまでＥｘｃｅｌファイル様式を用い、文書管理システムにて
申請を受け付けていた審査申請について、kintone申請での
手続きへ移行する。
・申請及び審査手続きに係る時間の削減、簡素化、ペーパー
レス化につながる。

市外企業審査
申請等の
kintone化

ⅱ契約制度課13

R7.8.29

・これまでＥｘｃｅｌファイル様式を用い、年に数回、各局に照会し、
各局総務担当課にて取りまとめて回答してもらっていた業務
委託契約に係る各種照会について、kintoneでの各契約担
当課からの随時報告へ移行した。
・照会及び回答に係る時間の削減、簡素化、ペーパーレス化
につながっている。
・また、契約金額２００万円超の結果情報を北九州市ホーム
ページで公表開始しており、契約の透明性、競争性の確保に
つながっている。

業務委託契約
の結果報告の
kintone化

ⅱ契約制度課14

ー技術監理局ー
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自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

募集：
R7.11
公表：
R8.1

・周囲へ負担を掛けてしまう申し訳なさから休暇申請がしづ
らいとの職員の声を受け、ワークライフバランス推進月間にお
けるハッピーライフ休暇（有休1日）取得の働きかけに併せて、
休暇取得の好事例を集める職員アンケートを実施した。
・アンケート結果は、「休暇を取りやすくするアイデア」や「休
暇を楽しむアイデア」として職員向けに公表するとともに、休
暇制度等に対する改善要望については、関係部署と情報共
有した。

休暇取得の好
事例募集・紹介

ⅲ
WomanWill
推進室

15

R8.1～２

・現金収納を行う出張所と区役所総務企画課計９か所に、セ
ミセルフレジを導入した。
・現金の受け取りや釣銭の計算・受け渡しは自動釣銭機によ
り行うことができるほか、入金情報が自動的にデータ化され
るため、随時必要なデータを確認できるようになった。
・現金収受に係る事務ミスリスク及び職員の心理的負荷の
軽減や、データの利用による集計作業の簡略化につながっ
た。

出張所等への
セミセルフレジ
の導入

ⅱ
DX・AI戦略
室

16

R7.7～
R8.1

・オンライン申請の促進にあたっては、書面規制や対面規制、
実地監査などのアナログ規制が阻害要因となっている。
・本市の条例や規則など約2,400の例規について、本来は
手作業も含めて対象条文を洗い出す必要があるが、市が独
自に開発した点検ツール（Excelマクロ）を活用することで、
職員1名・約6時間で作業を完了できた。
・抽出した条文がアナログ規制となっているかを所管課が判
断するにあたり、生成AIによる一次判定を導入することで、
所管課の作業負担を軽減した。
・今後も継続的に確認できるよう、生成AIを活用した「アナロ
グ規制見直し支援RAG」を独自開発し、市の生成AIポータ
ルに公開。職員がいつでも活用できる環境を整備した。

生成AI等を活
用したアナログ
規制の見直し

DX・AI戦略
室

17

R7.夏～秋

・ひまわりテラスをより来所者の利用しやすい空間とするため、
整理およびレイアウトの見直しを行った。
・併せて、ふるさと納税返礼品の見本を目立つ場所に展示す
るなど、来所者が北九州市により関心を持つよう工夫した。

ひまわりテラス
のレイアウト変
更

ⅱ東京事務所18

ー政策局ー
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実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R8実施予
定
（現在改修
中）

〇柔軟な働き方で所属を超えた交流を促進し、創造力を高
める場として活用するため、会議室を改修しコワーキングス
ペースやミーティングスペースを設けた。
〇イントラ環境も整備済のため、少人数の職員がそれぞれ時
間外勤務する場合に活用することで、執務スペースを集約し
て空調コストを削減できる。

会議室の改修ⅲ総務課19

R8.5月～
１１月

〇 従来、人事管理に関する提出書類については、紙提出を
求めているものが多く、提出された文書が毎年増え続け、 文
書を保管したキャビネットが 執務スペースを圧迫していた。
また、紙提出された文書の集計や必要な書類を探すのに時
間がかかり、業務効率の低下も課題であった。
〇 こうした状況を改善するため、「不必要な文書・キャビネッ
トの徹底廃棄」と「報告書のキントーン化」に取り組み、職場
環境改善と業務効率向上を目指した。
〇 職場環境改善にて創出されたスペースに打合せや仕事
から一旦離れて休憩等に使用できるコミュニケーションエリ
アを整備した。

人事課オフィス
整理

ⅱ人事課20

自主改革 一覧

ー総務市民局ー

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R6から実
施

令和6年度から、市税収入率で上位に位置する政令市（３都
市程度）に市税事務所納税課の若手職員を派遣し、派遣先
自治体が実践している効果的な滞納整理手法について研
究する先進都市視察を実施している。視察後は視察した職
員が得た知見を基に業務改善の提案を行っている。
また、収税企画課及び東西市税事務所納税課の係長級職
員で構成するプロジェクト会議において、令和７年度は滞納
整理の一環である「滞納処分の停止」について、具体的な解
説を加えた運用方針（ガイドライン）を策定し、滞納整理の促
進を図った。その他、職員の業務負担が課題となっている分
割納付事務等について効率的な徴収業務のあり方を検討し
ており、負担感の軽減につながる業務改善を行っている。

徴収業務におけ
る職員の能力向
上と業務改善

ⅰ収税企画課21

ー財政・変革局ー
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自主改革 一覧

ー保健福祉局ー

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7年度中

AI・DX戦略室の「ペーパーレスチャレンジ2025」に合わせ
て、2025年までに紙資料半減を目指し、「0 (ゼロ)ペー
パーチャレンジ」を始動し、局内共有ハードディスク「デジボッ
クス」の導入や紙の廃棄などデジタル活用を進めることで、
職員の働きやすさ向上を目指す取組を実施。

局内のペーパー
レス化の推進

ⅱ総務課22

R7年度中

『職員のスキルアップ』・『コミュニケーション活性化』・『エン
ゲージメントの向上』・『変革へのチャレンジの支援』を目的
とし、『転入者向け研修会』『ジョブ・トライアル（体験）』・『局
内人材育成研修』・『ミドル層職員の意見交換』を実施。

局内の人材育
成プロジェクト
「GrowNext
Project」の実
施

ⅱ総務課23

R7年度中
ＡＩ（ＱＴ－ＧＥＮ）のＲＡＧ環境を活用し、マニュアル作成や質
疑応答などの効率化を図ることを目的として、職員向けに研
修会を実施。

ＡＩ（ＱＴ－ＧＥＮ）
のＲＡＧ環境の
活用による業務
の効率化

ⅱ総務課24

R7年度中
保健福祉分野における行政課題及び地域課題に対し、産業
経済局が推進するスタートアップの支援の枠組みを活用し、
既存の課題解決に向けた取組を実施。

スタートアップを
活用した行政課
題・地域課題の
解決に向けた取
組

ⅱ総務課25

R7.4.1

キントーンを用いた民生委員業務の効率化の取組
・民生委員の推薦調書等の大幅な見直し（不要な書類・項
目の削減）による記載者の手間の削減及びペーパーレス化
・キントーンアプリの作成による名簿の一元管理、書類作成
の自動生成による各区職員及び本庁職員の時間外削減
・事務担当者向けのマニュアル整備、また表彰者漏れ防止の
キントーンアプリの作成によるリスク管理

キントーンを用
いた民生委員
業務の効率化

ⅱ
地域福祉推
進課

26

R8実施予
定

<地域包括支援センターへの問い合わせ対応の効率化>
地域包括支援センター職員向けに介護予防関連のQ&Aア
プリを作成し、対応内容をkintoneに入力。過去の事績を確
認できるため、問い合わせ対応の効率化、サービス向上と業
務負担軽減を図る。

地域包括支援
センターにおけ
る介護予防関連
Q&A対応アプリ
の開発・導入

ⅱ
地域福祉推
進課

27

R8実施予
定

国民健康保険システムのシステム標準化対応を契機とし、高
速プリンター・封入封かん機などの大型機器を導入し、市民
への印刷物の作成・発送対応を次のとおり効率化、省力化
予定
・通知の種類ごとにバラバラで１０種類以上あった用紙、封
筒などを、同系統の帳票を同じ仕様にまとめるなどして、数
種類に集約→発注回数の削減
・大量印刷、封入封かん、圧着などの内製化により、複数回
の事業者への委託、帳票の運搬等の作業を削減し、自前で
一括印刷可能→トータル作業時間の削減と引抜対応の原
則不要化

業務システム標
準化を契機とし
た業務の見直し

ⅱ保険年金課28
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自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7年度

市役所11階にある子ども家庭局フロアに紙の書類や電子
データが過剰に存在している状況を課題と考え、ペーパーレ
ス化と職場環境改善を通じて業務効率化を推進した。
チーム一丸となって行った取組が評価され、ペーパーレス
チャレンジAWARD審査員特別賞を受賞した。

子ども家庭局の
挑戦（ペーパー
レスチャレンジ）

ⅱ
子ども家庭
局

34

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

令和８年
度に実施
予定

現在、医療機関等からの指定自立支援医療機関（育成医
療・更生医療）の申請手続きにおいては、申請書類一式の郵
送及び持ち込みにて受理している。この申請手続きをオンラ
イン化することにより、スムーズな申請手続きと郵送によるタ
イムラグの改善を図る。

指定自立支援
医療機関の指
定申請に係る手
続きのオンライ
ン化

ⅱ
障害者支援
課

29

R8.1.1
現在、苦情や紙で受け付けている事故報告について、
kintoneに作成した事故報告受付フォーム上での電子受付
に変更するもの。

事故報告受付
及び事業所苦
情受付の電子
化

ⅱ
障害者支援
課

30

R8.2.2

当課から全庁的に照会するものについて、集約作業の煩雑
さを解決し、業務効率の向上を図るため、回答方法を従来の
Excelファイル提出方式からkintoneへの直接入力方式に
変更した。

ワンヘルスに関
する全庁的な照
会の回答方法
変更

保健衛生課31

R7.12.1

動物取扱業に義務付けられている当該研修については、従
来、会場集合参加形式（市内３会場）で実施していた。
研修の参加にあたり、対象者が各事業所で常勤で従事し

ていることや個人経営の事業者も多く、会場への出席は、店
舗の営業や勤務体制などの調整で苦慮しているという声が
あり、課題となっていた。
そのため、職員研修や他自治体の実施状況等を参考にし

て、研修方法をオンラインによる動画視聴方式と動物愛護セ
ンターでの動画視聴の併用（ハイブリッド形式）で実施した。
この見直しにより、受講者から「研修を受講しやすくなった」

との声があることに加え、従前の実施方法で生じていた資料
印刷・会場設営などの事前準備や当日運営等への事務従
事などの時間削減が図られ、業務改善につながった。

「動物取扱責任
者研修」の研修
方法の見直し
（動画視聴に変
更）

ⅱ
動物愛護セ
ンター

32

令和7年7
月から
令和8年5
月末(予
定)

現在、保健所各課が個別に実施している啓発活動をより効
果的に推進するため、マーケティング手法を学んだうえで、具
体的な課題の抽出や啓発手法の検討などを行い、感染症・
食中毒・医薬品の適正使用などに関する啓発を保健所組織
（プロジェクトチーム）として連携し、広報ツールや対象者へ
の効果的なアプローチ手法の開発・共有を図る。

健康危機に備え
た市民のリテラ
シー向上事業
（保健所横断的
広報手法の検
討）

ⅱ保健企画課33

ー保健福祉局ー

ー子ども家庭局ー

-36-



実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.4～
R8.3

環境局では、「業務プロセスや仕事の進め方が、紙資料の
作成や配布を前提としており、非効率であること」、「AI 等の
新たな IT 技術の活用が進んでいないこと」といった課題を
背景に、庁内横断的にペーパーレス化とAI活用による業務
改善を進めた。
取り組むに当たって、局長協議のペーパーレス化、情報共

有時等の回覧レポート機能の活用拡大などを盛り込んだ局
内ルールを整備し、適切に運用を行いました。それに合わせ
て、毎月、紙の使用量を見える化しながら周知を図ったことで
職員の意識改革が進み、紙使用量は昨年度比▲約３０万枚
（▲約２割）の削減という効果が出た。
あわせて、紙資料に依存しない、柔軟で働きやすい職場環

境の改善を目指して、総務課において役職の垣根を超えた
レイアウト変更や保管書類の削減などのオフィス改革に取り
組んだ結果、職域を超えたコミュニケーションの活発化やス
ペースの有効活用につながった。
また、AIの活用についても、初心者向けの生成AI に関する

局内研修を実施し、AIの使い方や親和性の高い業務や場面
などを共有し、職員のスキルやAI活用意欲の向上を図った。
それを契機として、各課で日常業務や文章校正等にAIを活

用する動きが徐々に浸透し、職員の負担軽減や業務の質の
向上に繋がった。

ペーパーレス
化・AIの活用推
進

ⅱ総務課35

R7.12～
R8．２

令和７年度プラチナ市役所プロジェクトの職員提案課題
「技術職員の更衣環境の向上について」において、女性技術
職員から更衣環境の改善を求める声があったことを受け、環
境局では、独自の取組として、女性用更衣室の移転・拡張や
パーテーションの整備等を行い、使いやすく、プライバシーに
も配慮した女性職員の更衣環境を整備した。その中で、従来、
数人で共用していたロッカーを人数分確保するとともに、ハ
ンガーラックや全身鏡などを新調した。さらには、女性職員が
利用できる交流スペースを設ける等、女性職員のコンフォー
トな職場環境の創出を図った。

女性職員の更
衣環境向上

ⅰ総務課36

自主改革 一覧

ー環境局ー

-37-



実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R8.1.5

・DX・AI戦略室が実施するオフィス改革事業において、産
業経済局の若手職員が中心となったPTを立ち上げ、本庁舎
7階のオフィス改革を行った。
・これまでキャビネットにより囲われていた部署間の垣根を撤
廃し、部課長席も廃止した。
・市民や企業、大学、農林水産事業者など、様々な人とかか
わりを持つ産業経済局だからこそできることをPT内で検討
し、市内産品の什器も配置した「コラボレーションロード」と
名付けた大規模な共創スペースを整備。
・若手職員の意見を取り入れることで、次代を担う若手職員
にとって、もっと「来たくなる」職場づくりができた。

本庁舎7階オ
フィス改革

ⅰ産業経済局37

R7.4.1

・市公報への掲載が必須ではないことに気付き、市HPの充
実で代用以上の効果を実現。
・これにより市公報様式での文書作成業務、法制課のチェッ
ク業務、公報搭載依頼が不要に。
・大店設置者からの提出物（紙）を大幅にデータに切り替え、
ペーパーレス化を実現（従前の約５分の１に低減。年間約５
万枚を削減。）
・毎回紙資料の配布及びメールでおこなっていた各課照会
業務は、（①紙資料の庁内メールでの発送及び照会電子
メール発送、②五月雨式に回答が届く、③順次メールを開き、
添付ファイルの保存、④お礼メール発送、⑤全員集まるまで
繰り返し、⑥表作成、設置者に発送）という手順で無駄が多
かったが、キントーンアプリを作成し、これを集約改善（①回
答期限を示してキントーンにデータを搭載→自動的にメール
が配送される②期限後に一回だけ各課の回答を一気にコピ
ペして表を作成、設置者に発送）した。
・キントーンで現在の届出状況の登録するため、複数案件が
同時進行してく中でも進捗状況が一目瞭然。「やったかな」
の疑問にさいなまれることがなくなりストレスも軽減。
・業務時間の短縮は少なく見積もっても１５０時間以上と試
算。

大規模小売店
舗立地法の届
出審査事務の
業務改善（DX
化、ペーパーレ
ス化、省力化）

ⅱ産業経済局38

自主改革 一覧

ー産業経済局ー

-38-

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7年度実
施

・ペーパーレスの観点から、直接説明の際は、紙資料の持ち込
みは不要。局共用フォルダにアップした資料を局長室のモニ
ター画面に映して説明。
・資料を印刷する手間や、説明時間の簡略化につながった。

局長説明の
ペーパーレス化

ⅱ総務課39

R８.5月実
施予定

・固定席を廃止し、フリーアドレス化を実施。導入にあたり、書
類や備品の整理、個人ロッカーの設置及びデスク周辺の環境
改善等に取り組む。
・職員同士の偶発的な情報共有や新たなアイデアの創出を促
すとともに、スペースの有効活用やペーパーレス化の推進を目
出したい。

オフィス改革ⅱ

観光課
ＭＩＣＥ・メ
ディア芸術
課

40

R7.11.23
～
R7．11.30

・大会関係者が飲食店で利用できるミールクーポンを紙から
電子へ切替。
・電子化により、紙の削減および集計・精算業務の効率化につ
ながった。

大規模国際ス
ポーツ大会等で
のミールクーポ
ンのＤＸ化

ⅱ
スポーツ振
興課

41

Ｒ7.3.19
以降

・オンライン予約システム導入により、施設の窓口に行かずに、
スマートフォン等から空き状況の確認や利用予約が可能と
なった。
・窓口や電話対応の業務軽減や、集計等の業務効率化を図る。

公共施設のオン
ライン予約

ⅱ
スポーツ振
興課

42

ー都市ブランド創造局ー
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自主改革 一覧
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実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R8.4.1

・一部施設にオンライン予約システムを新規導入したことによ
り、施設の窓口に行かずに、スマートフォン等から空き状況の
確認や利用予約、オンラインでの決済が可能となった。
・新システム導入に際し、各施設でのこれまでの運用の見直し
を行い、複雑な予約ルールの整理を行うことができた。

公共施設のオン
ライン予約ⅱ

文化企画課４３

Ｒ８年度～

・オンライン予約システム導入により、施設の窓口に行かずに、
スマートフォン等から空き状況の確認が可能となった。
・窓口や電話対応の業務軽減や、集計等の業務効率化を図
る。

公共施設のオン
ライン予約状況
確認

ⅱ
美術館普及
課

４４

Ｒ7.3.19
以降

・オンライン予約システム導入により、施設の窓口に行かずに、
スマートフォン等から空き状況の確認や利用予約が可能と
なった。
・窓口や電話対応の業務軽減や、集計等の業務効率化を図
る。

公共施設のオン
ライン予約

ⅱ
科学館普及
課

４５

R8.3.31

・減免やバスの駐車場を利用する団体は、事前に「減免申請
書兼申込書」をメールもしくはFAXにて提出する必要があっ
たため、それによって手続きが煩雑・業務のスピードが落ちて
いた。電話対応件数も増えていた。
・予約システムの改修により、施設利用の予約とあわせて、減
免等の登録が可能になった。電話での問い合わせや確認作
業が減少した。これにより、業務の効率化につながった。

予約方法の変
更（団体予約）

ⅱ
科学館普及
課

46

ー都市ブランド創造局ー

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R７年度実
施

都市戦略局では、デジタル化への対応や職員の働き方の効
率化を推進するため、各課１名を招集したプロジェクトチーム
を設置し、課題の抽出や改善案の実施などの取組をすすめ、
職員の作業の効率化と働きやすい職場環境づくりを図る。
【取組内容】
・議会資料、協議資料等のペーパーレス化（共有フォルダや
回覧方法の見直し）
・局専用Wi-fi環境の整備とﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末の配置・活用
・執務スペースの見直し、紙文書の保管方法の見直し及び
廃棄

都市戦略局の
DX化推進

ⅰ都市戦略局47

R７年度実
施

令和７年度から、都市戦略局指導部では、事務作業の効率
化・市民サービスの向上・ペーパーレス化・デジタル化の推
進など建築行政業務特有のＤＸ化の推進を目指して、「建築
行政ＤＸプロジェクトチーム」を立ち上げ、下記の３チームでＤ
Ｘ化を推進するための、業務改善に取り組んでいる。
■これまで班：紙の山にサヨナラを。デジタルでスッキリ改革
（これまでの紙を減らす）
■これから班：紙に頼らない、スマートな働き方へ（これから
の紙を減らす）
■AI活用班：AIと働く、新しいワークスタイル（業務効率、AI
で一気に加速！）
≪導入済の取組み≫
○市民サービスの向上：窓口キャッシュレス決済の導入、手
数料支払いのある長期優良住宅のオンライン化
○ペーパーレス・デジタル化の推進：内部協議・窓口対応用
タブレット端末導入、打合せスペースの改善など
○建築行政特有業務のDX推進：建築基準法に関するAI・
RAG環境の整備（R7年度試行開始）

指導部建築行
政ＤＸプロジェク
トチームによるＤ
Ｘ化の推進

ⅰ指導部48

ー都市戦略局ー



自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.12.26

当事務所は各課が高さのあるキャビネットで隔てられ、閉鎖
的な環境でした。そこで、開放的で交流が生まれやすい事務
所を目指し、若手職員を含む事務所内PTを編成して、各課
での検討状況を共有しながら意見交換を重ねた。
その結果、紙資料の削減や不要物品の撤去・移設が実現し、
他課職員の顔が見える職場環境へと改善された。

職場環境の改
善

ⅰ
西部整備事
務所

49

ー都市整備局ー
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ー港湾空港局ー

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R8実施予
定

・従来、港営課執務室内（門司庁舎）にてリアルに開催して
いた会議のうち、事務改善会等の一部会議についてオンライ
ン化する。
・港営課と小倉・洞海業務係（若松区）が物理的に離れてい
るため、小倉・洞海業務係の職員が会議出席のため門司～
若松間の移動が頻繁に生じている。会議のオンライン化によ
り、物理的距離を疑似的に無くし、浮いた移動時間を本来業
務に充てる。

事務改善会議
等のオンライン
化

ⅱ港営課50

R7年7月
中

・港営課への大型モニタ導入に伴い、複数人が参加する会
議、報告及び打合せにおいて、当該モニタを活用することで、
ペーパーレス化を進めた。
・資料の印刷や差替え時の手間が軽減された。また、動画等
を使った説明により、情報共有の確度が高まった。

課内会議・報
告・打合せ時の
ペーパーレス化

ⅱ港営課51

R7年9月

・従来、紙申請であった水域占用許可申請（更新）について、
原則Grafferによる電子申請に切り替えた。申請後の修正も
Grafferで対応した。
・電子申請化に伴い、紙申請に係る印刷枚数の大幅な削減、
書類送付に係る作業時間の削減及び申請内容変更に係る
手間の軽減につながった。

水域占用許可
申請（更新）の
電子化

ⅱ港営課52

令和6年
度～７年度

kintoneでの議事録管理により、過去の経緯や決定事項が
明確になり、次のアクションや事業展開の方向性の検討が向
上した。

協議録の
kintone化

ⅱ物流振興課53



自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.4

・市長の「各区役所を花で彩り、明るい空間の創出を目指
す」という方針を受け、令和６年度より区役所職員で、「門司
区役所一人一花運動有志の会」を設立。区役所敷地内の花
壇において毎月、苗植えや花の管理を行っている。
・なお、花の管理の指導は、門司区在住の市民(池坊師範)に
「お花コーディネーター」としてボランティアで協力を得てい
る。

門司区役所の
花壇に市民の
協力を得て花で
彩る取り組みを
行った

ⅰ総務企画課54

令和７年
度中

・門司区役所を訪れた市民が迷わないようにと、令和６年度
から実施している庁内の案内サインの改善について、今年度
は、西日本工業大学デザイン学部の協力を得て、分かりやす
くかつ門司区役所の雰囲気に合致した案内サインを設置す
る予定。

門司区役所庁
舎内の案内サイ
ンの改善

ⅰ総務企画課55

R7.4
・門司区役所幹部会や総務企画課事務改善会議において、
これまで紙資料を配布していたところ、モニターを活用するこ
とでペーパーレスで実施している。

門司区役所幹
部会や総務企
画課事務改善
会議における
ペーパーレスの
実施

ⅱ総務企画課56

R7.4.1

これまで、防犯灯設置事業補助金の申請があった場合は、
現地に赴き、防犯灯設置の可否について検討をしてきたが、
グーグルマップのストリートビューや図面で確認することとし
た。このため、現地確認を必要とする案件が少なくなり、大幅
な時間削減が可能となった。

地域総括補助
金（防犯灯設置
事業）における
現地確認の効
率化

ⅱ
コミュニティ
支援課

57

R8.4.1

地域コミュニティの自治会加入率の低下や、担い手不足が
深刻化している。一方で、地域貢献をしたいと考えている住
民も多数いる。これら相互のニーズを満たすため、ボランティ
アとして地域活動に参加できる仕組みを構築した。具体的に
は、ポスターやチラシに貼付した二次元コードを読み取り、ボ
ランティア募集サイトから申請をして、地域活動に参加するも
のである。

ボランティア募
集による地域コ
ミュニティの活
性化

ⅱ
コミュニティ
支援課

58

R7.10.29

議題の集約化を図り、「門司区子どもまつり」の実行委員会
の会議回数を減らした。また、実行委員会の委員の方々へ事
前に資料を提供し、会議の時間を短縮することが可能となっ
た。更には、会議で決定できなかった議題についてはFAX等
で回答をもらうことで、会議の効率化を図った。

子どもまつり実
行委員会の効
率化

ⅱ
コミュニティ
支援課

59

R7.4

・国民健康保険や後期高齢医療について保険料納付が困
難であるなど経済的事情が懸念されるケースにおいて、その
場で担当でないとして終わるのではなく個々の事情を把握し
て、適切な窓口（いのちネットや包括支援センター等）につな
ぐことを取り組んだ。
・また、国民年金の申請免除に来た際に精神疾患等で離職
した場合は健康保険の傷病手当金の制度の案内、すでに傷
病手当金を受けている場合は、その後の生活支援等となるよ
うに障害厚生年金の制度があることを教示し、経済的な安
定をはかった。年度内で10件を超える対応を実施。
・結果として行政の市民サービスの向上に資するとともに、市
民生活の安全安心につながった。

国保年金課の
窓口対応におけ
る担当課へのつ
なぐ取組

ⅱ国保年金課60

ー門司区役所ー
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自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.10

・これまでエクセルの図形等を使ってジェノグラム（家族図）
を表記し、その後ペイントツールでPNGまたはJPEG形式に
変換し記録簿に貼付していた。作成時の工程も多く、複雑な
世帯が多いため、図形の体裁を整える時間を要していた。ま
た作成する職員によって、表記の癖や差異が生じていた。
・ツールを利用することで、ジェノグラム作成の工程や時間の
大幅な短縮、表記の統一感に繋がった。

ジェノグラム作
成時の時間短
縮・簡素化

ⅱ保健福祉課61

R7.11.1

・ケースファイルの書類の綴じ方がケースワーカーごとに差異
があり分かりづらかったため、綴じ方を統一するためにプロ
ジェクトチームを立ち上げ、チェックリストの改訂を行った。そ
の結果、書類の綴じる場所が明確になりわかり易くなった。ま
た決裁時にも添付書類の確認が容易となった。

ケースファイルの
綴じ方統一プロ
ジェクト

ⅰ保護課62

R8.1.22

・各自独自に共有フォルダにデータを保存しており容量が過
大になっていたため、プロジェクトチームを立ち上げデータの
保存方法を整理した結果、使用していないデータの削除や
個人のパソコンにデータを移管するなど共有フォルダの容量
削減に寄与した。

共有フォルダ整
理プロジェクト

ⅰ保護課63

R7.4.1

・市民課での戸籍発行待機時間短縮のため、ケースワーカ
―が個別に請求していた戸籍をまとめて請求する方法に変
更した。
・個別に請求していた際は発行に時間を要していたが、市民
課も個別に対応する必要がなくなり、時間の空いている際に
発行できるようになったため、双方ともに時間の削減につな
がった。

戸籍公用請求
の取りまとめ請
求

ⅱ保護課64

R8.2

・生活保護申請後、開始決定前に国民健康保険で受診した
際の国民健康保険負担分の返還請求について、国保年金
課と連携することによって双方確実に処理出来るようになっ
た。
・具体的には、国保年金課から返還請求者の情報提供を受
け、保護課が支払するために必要な申請様式を国保年金課
が返還請求にかかる文書とともに該当者に送付し、国保年
金課が本人からの委任状に基づき代理受領する流れを構
築した。

国保の返還請
求に対する対応

ⅱ保護課65

R7.4.21

・窓口の受付処理件数の統計報告について、項目別の一覧
表をエクセルシートで新たに作成し、日々入力することで、毎
月の集計を自動計算し、区政推進課・市民課・出張所との共
有フォルダ内の指定の統計報告様式（別のエクセルシート）
へのデータ自動入力化を行った。
・また、各種証明書発行件数の統計報告について、独自に作
成済の項目別一覧表（エクセルシート）に日々入力、毎月の
集計を自動計算しているが、統計項目が変更になったため、
一部を手作業で集計し、関係部署への報告様式に手入力し
ていたものを、上記一覧表（エクセルシート）の入力・集計項
目を変更し、区政推進課・市民課・出張所との共有フォルダ
内の指定の統計報告様式（別のエクセルシート）へのデータ
自動入力化を行った。
・上記により、手作業での集計及び資料作成の手間・時間の
省力化及び正確性の向上が図られた。

業務統計のOA
化

ⅱ
松ヶ江出張
所

66

ー門司区役所ー
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自主改革 一覧

ー小倉北区役所ー
実施

（予定）日
取組の概要取組名分類部署名№

R7年度～
R８年度

・令和７年５月に、新規採用・異動直後の職員によって、より
市民に近い感覚・視点で庁舎の課題を発見し改善策を検討
するワークショップを実施。
・また、若手職員によるプロジェクトチームを立上げ、区役所
の魅力向上に向けた調査研究、アイデア提案などの活動を
実施。
・令和７年１１月には、小倉北区役所所属の全課長級による
「小倉北区役所庁舎フロアプラン検討ワーキング」を設置。
今後の区役所のあるべき姿や庁舎の改善アイデア等につい
て検討を進めた。
・これらを踏まえ、先行モデルとして、東棟3階の総務企画課・
コミュニティ支援課におけるレイアウト変更を実施。
・R8年度は、案内サインの改善や、各課のペーパーレス化、レ
イアウト変更等により、更なる庁舎環境の改善に取り組む。

小倉北区役所
庁舎フロアプラ
ン素案の作成
・案内サインの
改善や掲示物
ルールの検討
等

ⅰ総務企画課67

R7.7月末
・市民サービスの向上と内部事務の効率化を目的として、令
和７年７月末から、国保年金課において他区に先駆けて、国
民健康保険の加入届のオンライン受付を開始。

区役所の諸手
続きにおけるＤＸ
活用の推進

ⅱ国保年金課68

R7.９月～
R8.3月

・市民サービスの向上と内部事務の効率化を目的として、令
和７年９月から、市民課、保健福祉課、保護課の一部業務に
AIを活用する実証実験をDX・AI戦略室と協働で実施。

内部事務の効
率化・省力化に
向けたＡＩ活用

ⅱ
市民課、
保護課、
保健福祉課

69

R7.７月～
１２月

・令和７年７月末に、入職間もない職員や本庁勤務経験のな
い職員を対象に、各自が今後のキャリアを考えるヒント・契機
とするため、本庁職員を講師に迎え、本庁の業務内容ややり
がい等に関する研修を実施。
・また、令和７年11月から12月にかけ、小倉南区役所と連携
し、職員を相互に派遣して、各区の事務処理等の手法や参
考にすべき点などを学び、持ち帰って改善につなげる「区役
所トレード研修」を実施。

職員の政策立
案力向上に向け
た実践的な職
員研修の実施

ⅱ総務企画課70

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R8.1.23

・保護者の方が手続きに集中できる環境を提供し、来庁者の
満足度向上を図る。
・記入漏れや確認不足の削減を通じて、窓口での手続き時
間を短縮し、混雑の緩和につなげる。
・子育て世代を支援する姿勢を明確に示すことで、市役所全
体の親しみやすさや利便性の向上を図り、シティプロモーショ
ンに寄与する。

市民課「区役所
キッズスペース」
開設による窓口
環境改善と北九
州市イメージ
アップ

ⅱ市民課71

R8実施予
定

無秩序に貼られたポスターやチラシと誘導サインが混在し、
来庁された市民にとっては、庁舎内が情報過多で分かりにく
いという課題があった。
このため、プロジェクトチームで、市民に分かりやすく好感が
持たれる館内にしていくために、誘導サインの見直しやポス
ター掲出のルール作りに取り組んでいる。

区役所庁舎内
のポスター掲
示・誘導サイン
の改善

ⅱ市民課72

ー小倉南区役所ー
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自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.6.10
～

来庁者に感動してもらえる接遇を職員が行うことを目的に
「八幡東区役所職員の誓い（スローガン）」、「接遇マニュア
ル」を作成。
・作成にあたり、八幡東区の「株式会社千草」、「福岡ひびき
信用金庫」に指導・協力いただいた。
・スローガンは庁舎内への掲示、毎朝日替わりで職員が読み
上げたものを放送、区幹部会・事務改善会議などでの読み
上げを実施。
・株式会社千草には、全３回の研修を実施していただき、参
加できなかった職員には研修動画の視聴を実施。
・来庁者アンケートを全２回実施。職員の接遇に関して良い
結果を得た。

「感動区役所プ
ロジェクト」によ
る職員の接遇力
の向上

ⅰ総務企画課74

R7.6.10
～

・区役所を明るく彩りのある空間にすることを目的に西日本
工業大学デザイン学部の学生と連携し、取組みを実施。
・西日本工業大学の学生が考案した八幡東区をイメージし
たデザインを本館２階の窓に装飾。
・庁舎内の案内表示を視認性の高い文字に変更し、色も統
一。
・トイレは照明の変更・追加や消臭剤の上に市民が作った折
り紙の花を設置。
・市民駐車場や正面玄関に新たに花壇・プランターを設置。
・庁舎内にもその場所の雰囲気にあった花や植木鉢を設置。
（親子が使用するさわやかルーム前には動物の形をした植
木鉢を設置など）

「感動区役所プ
ロジェクト」によ
る明るく彩りある
区役所へ変革

ⅰ総務企画課75

R7.4～
・ペーパーレスの観点から、共有フォルダに格納された資料
をモニターに表示し、区長説明や区幹部会を実施。
・紙の使用枚数削減や担当者の業務負担の軽減に繋がった。

区長説明や区
幹部会でのペー
パーレス化

ⅱ総務企画課76

ー若松区役所ー
実施

（予定）日
取組の概要取組名分類部署名№

R7年度内

旧食堂跡地をフリースペースとしていたが、利用者にアン
ケートを実施したところ対面座席の利用しづらさなど課題が
あった。区役所敷地内コンビニの開業にあわせて市民・職員
がより快適に過ごせるよう改善。清潔感のある内装を取り入
れ、”ホッとする”空間づくりを行った。

５階休憩室のリ
ノベーション

ⅰ総務企画課73

ー八幡東区役所ー
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自主改革 一覧

ー八幡西区役所ー
実施

（予定）日
取組の概要取組名分類部署名№

R8.3.24 

・子育て世代にやさしい窓口環境づくりに取り組み、子どもと
待ち時間を快適に過ごせる「キッズスペース」や、子連れでも
落ち着いて相談できる「みんなのそうだん室」の設置により、
安心して来庁できる環境を整備した。（R8.３.２４）
・来庁者の待ち時間の有効活用とフロア空きスペースの活
用を目的に、地元商店の名産品等を販売する「火曜コムまる
しぇ」を実施している。（R7.8～）
・窓口などにあるポスター、チラシを整理・集約するとともに、
デジタルサイネージを活用した区の情報発信に取り組み、わ
かりやすい窓口環境の向上を図った。

子育て世代にや
さしい窓口環境
づくり

ⅰ
市民課、
国保年金課、
保健福祉課

77

①R７.９
②R7.11
～R8.1
③R7.11
～、R8.2～

・増加する外国籍利用者への対応として、北九州国際交流
協会と連携し、「窓口での円滑な意思疎通の仕組みづくり」
と「理解しやすい情報提供」を実施した。
・具体的には、

①留学生向け英語版「転入手続案内動画」の作成・公開
（R7.9～）

②区独自運用による予約制窓口通訳サービスのモデル実
施（R7.11～R8.1）

③呼び出し端末を活用した翻訳アプリの導入（R7.11～）
及び保健福祉課・国保年金課への拡大
（R8.2～）

を行った。

外国人にもやさ
しい窓口環境づ
くり

ⅰ
市民課、
国保年金課、
保健福祉課

78

R７．４～
R8.2

・働きやすい職場環境づくりに取り組み、書類の電子化や不
要な資料・什器の整理により職場空間を再構築するとともに、
コミュニティ支援課を先行モデルとして、区役所初となるフ
リーアドレスを導入した。（R8.2.24）。

区役所初！フ
リーアドレス

ⅰ
コミュニティ
支援課

79

随時

・来庁前に手続き内容や必要書類を確認できる動画（子育
て情報、転入手続き等）を作成し、八幡西区公式
Instagramで発信することで、行政手続きの事前周知を進
めた。

手続き内容の明
確化や電子申
請への移行

ⅰ
市民課、
国保年金課、
保健福祉課

80

R7.6.1

・kintone等のデジタルツールを活用し、市民センターにおけ
る手続き関係業務のペーパーレス化を推進している。
・具体的には、市民センター(区内33館)の修繕・工事に係る
進捗管理について、kintoneを活用した電子化を開始し
（R7.6.1～）、情報の一元管理体制を構築した。

ペーパーレス化
推進
（市民センター
工事依頼の
Kintone活用）

ⅱ
コミュニティ
支援課

81

R8.2.1

・利用者（障害特性等により外出が困難な方やその家族等）
の来庁や郵送に係る負担軽減および窓口対応の効率化の
観点から、障害福祉サービス利用者からの「取消願」につい
て電子申請を導入した。
・サービス利用者や関係事業者等へ周知したうえで、電子申
請を開始した。（R8.2～）

ペーパーレス化
推進
（障害福祉サー
ビスに係る手続
の一部への電
子申請導入）

ⅱ保健福祉課82

R8.2.25

・業務のデジタル化とＡＩの活用に取り組み、kintoneなどの
デジタルツールを活用した庶務事務、市民センター手続き等
の電子化を進めるとともに、北九州市ＡＩポータルの活用やＤ
Ｘ・ＡＩ推進コーディネータによる実践的な研修の実施
（R8.2.25・30名参加）により、業務の効率化を推進した。

ＡＩ活用の推進ⅱ全課83
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実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.4～

・八幡西区役所が中心となり、コムシティに入居する事業者と
官民横断の体制として「コムシティつなぐプロジェクト」を設
置した（R７.6）。
・職員が主体的に関係事業者と協働し、地元商店街と協力
して区役所内で行う出張販売「火曜コムまるしぇ」をはじめ、
利用者目線に立った情報発信やサービス提供に取り組んだ。
・また、プロジェクトを軸に官民連携を主導し、区役所が中心
となって調整・実行を担いながら、「くろさき憩いテラス」の開
放及びランチスペースの共用化（R7．10～）、テナントの営
業時間見直し、館内ＢＧＭの導入など、利用者目線の環境改
善を実現した。

コムシティ内横
断連携

ⅰ全課84

R7.５～R8.
３

・八幡西区版Ｚプロジェクト（八幡西ＺＰＴ）では、クロサキス
イッチ時期に開催した「黒崎アーバンキャンプ」や全国の区
役所で初となる「区役所 de 角打ち -クロノヨル-」をはじめ、
ちくてつ沿線の魅力発見など、若手職員を中心に地域資源
の発掘・磨き上げと発信に取り組んだ。
・また、八幡西区版プラチナ市役所プロジェクト（プラチナ・ウ
エスト）では、若手から中堅までの職員が参画し、「窓口改
善」「職場環境の改善」「庁内横断連携」をテーマに、業務
や職場環境の見直しを進めています。現場発の提案と実践
により、改善が具体化し、組織全体の意識変容と連携強化
が着実に進んでいる。

八幡西区独自
のプロジェクト
チームによる活
動の実施

ⅰ全課85

R7.12～
R8.2

・北九州市人財戦略を踏まえ、区役所が本庁部局の市民対
応業務を担う所属の集合体である特徴を活かし、所属を越
えた多様な業務経験やキャリアアップを推進する取組を実施
した。
・具体的には、区役所独自の庁内公募制度「しごとチャレン
ジ この指とまれ」や各種派遣プログラムを実施し、延べ１８名
が所属を越えた業務に参画した。
・参加職員からは「人脈が広がり、キャリアを考える契機と
なった」「実施期間を拡充してほしい」など前向きな意見が
多く寄せられ、職員の挑戦と成長を通じて組織の活性化を
図ることができた。

挑戦をチカラ
に！しなやかな
人財デザイン

ⅰ全課86

R8.3

・kintoneを活用した「区民のこえ」記録用アプリを構築し、
区役所の全部署において運用を開始した。「市民のこえサイ
ト」などでは把握しきれない、日常業務の中で寄せられる区
民からの要望や提案、困りごとなどを記録・蓄積している。

「区民のこえ」の
可視化

ⅰ全課87

R7年度～

・地域コミュニティの再構築に取り組み、自治区会主体の
「地域力アップワーキンググループ」による課題整理や取組
案の具体化、外国人学生の地域活動への参画促進、「（仮
称）新・地域カルテ」の作成着手、さらに市民センターにおけ
る多世代交流の場「市民センター deカフェ」の創出等を進
めた。
・自治区会の加入促進の取り組みの一環で、区自治総連合
会の加入方法・活動がわかるよう名刺サイズのツールを作成
した。

地域コミュニ
ティの再構築

ⅰ
コミュニティ
支援課

88

R7.4～
R8.3

・市民協働事業の担い手確保に取り組み、区内企業への個
別訪問による制度周知を進めた結果、道路サポーター制度
に新たに１社の登録につなげた。

市民協働事業
の担い手確保

ⅰ
まちづくり整
備課

89

ー八幡西区役所ー
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実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.4～

・ペーパーレスの観点から、市長説明と同様の方法で説明資
料（データ）を格納し、モバイルＰＣを用いて区長室のモニ
ターに投影する方式へ移行し、紙資料を使用しない運用へ
転換した。
・これにより、資料準備の効率化や説明時間の短縮を図るだ
けでなく、本庁と同様の手法で説明を行う実践を通じて職員
のデジタル活用力や説明力が高まり、区役所全体の業務遂
行力の向上につながった。

区長説明の
ペーパーレス化

ⅱ全課90

R7.4～
R8.2

・日々の業務の中で感じた小さな違和感や改善の気づき、八
幡西区の魅力向上につながる提案など、職員の率直な声を
kintoneを通じて区長へ直接届ける取組を開始した。
・寄せられた意見をプロジェクトチームで共有・検討し、子育
て世代向け待合スペースの設置やコムシティへの大型バス
駐車場の確保など具体的な改善につなげることで、職員の
声が施策に反映される風土づくりを進めた。

区長提案箱
（kintone）によ
る職員提案

ⅱ総務企画課91

R7.12

・地域団体の魅力向上や職員の働きがいの観点で、地域団
体や区役所職員の活動は、区民や組織内で十分に届いてお
らず、活動の継続や挑戦意欲の維持に課題があった。
・そこで、区政に貢献した地域団体・個人や職員を表彰し、区
長から表彰状を授与することで、取り組みの価値を広く伝え、
地域や職員の主体的な参加・挑戦を促す契機とした。

区長表彰ⅱ総務企画課92

R7.5～

・kintoneやGrafferを活用し、備品貸出、会議室使用、公用
車貸出、宿日直日誌などの申請・記録手続きを電子化するこ
とで、手続きの時間短縮や貸出状況の見える化、記録の共
有が可能となった。

庶務事務のＤＸ
化・ペーパーレ
ス化
（区役所内備品、
会議室、公用車
借用、宿日直業
務日誌）

ⅱ総務企画課93

R7.5～

・kintoneやGrafferを活用し、配席表の更新、月締め報告、
辞令書作成依頼、個人情報照会の回答などの手続きを電子
化することで、提出漏れ防止や作業の効率化、情報共有の
迅速化を図った。

庶務事務のＤＸ
化・ペーパーレ
ス化
（区役所内配席
表、月締め処理
等の報告、会計
年度任用職員
辞令書作成依
頼、照会回答）

ⅱ総務企画課94

R7.7
（集中ス
ペース）
R7.11
（スタンド
テーブル）

・職員間の円滑な情報共有と協議の促進の観点から、執務
室内の書棚を整理し、打ち合わせできるスタンド式テーブル
や個別業務に集中できるスペースを設置したことにより、コ
ミュニケーションの活性化や会議時間の短縮、職員一人ひと
りの生産性向上を図った。

打ち合わせス
ペースの導入

ⅱ
まちづくり整
備課

95

R8.1～

・来庁者が受付時間をわかりやすく把握できる環境を整える
よう、窓口にロールブラインドを設置し、午前8時30分の受付
開始時にブラインドを開放、午後5時の受付終了時に閉鎖す
ることで、来庁者が受付時間を一目で確認できるようにした。

窓口ロールブラ
インド設置

ⅱ
市民課、
国保年金課

96

ー八幡西区役所ー
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実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R8.3～
・被用者保険を脱退した方の利便性向上の観点から、ス
マートフォンやパソコンを使って、自宅などから国民健康保険
に加入できる仕組みを導入。（R8.3～）

国民健康保険
の加入手続のオ
ンライン申請の
導入（試行）

ⅱ国保年金課97

R8.3～

・多文化共生の観点から、外国人世帯、特にベトナム人から
の相談が増加している状況に対応するため、窓口で配布し
ている「保育所入所の流れ」（日本語版）に加え、ベトナム語
版を新たに作成した。

外国人対応用
保育所入所案
内チラシ

ⅰ保健福祉課98

R8.2～

・外出が困難な方やその家族等の利用者の来所・郵送に係
る負担軽減及び窓口業務の効率化を図るため、障害福祉
サービス利用者からの「取消願」について電子申請システム
を導入した（R8.2～）。

障害福祉サービ
スに係る手続の
一部への電子
申請システム導
入

ⅱ保健福祉課99

R7.12.2４
「市民に親しまれる出張所」を目指し、雑草が生い茂ってい
た花壇を職員が整備した上で、地元保育所の子どもたちと
花の苗の植栽及び交通安全教室を実施した。

折尾出張所de
交通安全きっず
ガーデン

ⅱ折尾出張所100

R7.9
・市民が安心して快適にトイレを利用できる環境の観点から、
男女別トイレの入口に目隠しとなる外扉を設置し、わかりや
すい案内表示のピクトサインも配置した。

トイレ（男女別）
に外扉を設置

ⅱ
上津役出張
所

101

R7.６～

・八幡西特別支援学校と連携し、同校中学部の生徒が作成
した手作りカレンダーを用いて、2か月ごとに八幡西区公式
Instagramへ投稿し、学校と区役所が協力した地域向けの
情報発信を実施した。

八幡西特別支
援学校と連携し
て情報発信

ⅱ
上津役出張
所

102

R７.１２～R
８.3

・市民の声を区政に反映する観点から、来庁者を対象に市
民アンケートを実施し、日常の要望や意見を直接把握できる
仕組みを整備した。

出張所来庁者
への市民アン
ケートの実施

ⅱ
八幡南出張
所

103

ー八幡西区役所ー
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実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

・１階窓口（市民課）の記載台に、高齢者等からの要望を踏ま
え「傘・杖立て」を設置。
・今後、他の窓口（保健福祉課・国保年金課等）にも設置する
方向で検討中。

窓口の記載台に
「傘・杖立て」を
設置

ⅱ
総務企画課・
市民課

104

・１階窓口（市民課）の記載台に、プライバシー保護用のパー
ティションを設置。

窓口の記載台に
「パーティション」
を設置

ⅱ
総務企画課・
市民課

105

・区役所駐車場入口に、駐車場利用にかかる看板設置（旧紙
幣使用不可を表示）。これにより、市民からの苦情等が減少。
なお、今年度内に、駐車料精算機を交換予定。

駐車場案内表記
の改善

ⅱ総務企画課106

R7.12.21
・若者の声を市政に反映する戸畑区における取組の一環とし
て、区役所2階にフリースペースを設置。学習やおしゃべりス
ペース等として利用可（フリーWi-Fi有）。

区役所２階にフ
リースペース設置

ⅱ総務企画課107

R8.1.14

・公共施設における暴力行為等から来庁された区民の安全
を守るとともに、区役所職員の安全を確保し窓口対応力を
強化するため、戸畑警察署と連携した防犯等研修（防犯・交
通）を企画・実施。
・戸畑区として初めて、さすまたを用いた実技を含む本格的
な内容の研修を実施。

防犯等研修の
実施

ⅱ総務企画課108

・職員の健康改善を図るため、若松区と合同で、文体事業を
活用したレクリエーション（ボウリング大会）を実施（R6から
２年連続）

若松区と合同で
レクリエーション
の実施

ⅱ総務企画課109

市民課等の窓口では、暗くて手元照明が必要だったが、
LED化を行うことで明るさが増し、視認性が向上したことに
より、記載がしやすくなった。

区役所照明の
LED化

ⅱ総務企画課110

窓口における夏季の暑さ対策で、スポットクーラーを置くこと
により環境改善

夏季のスポット
クーラー設置

ⅱ総務企画課111

来庁者がまた来たいと思える区役所を目指し、職員有志によ
り、プランターに花苗を植栽し、区役所屋上の広場（ふれあ
いの丘）の草刈り・清掃活動等を行った。

職員有志による
花苗の植栽と屋
上の草刈り

ⅱ総務企画課112

ー戸畑区役所ー
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自主改革 一覧

ー消防局ー
実施

（予定）日
取組の概要取組名分類部署名№

R8.4.1

Grafferを活用した電子申請により市民目線で「書かない・
待たない・行かない」”スマらく消防署”が実現可能。また、消
防側も事務処理の時間を選択でき、業務の効率化が見込め
る。

道路工事届出書
の電子化

ⅰ指導課113

R７年度実
施済

・小さな投資（NAS購入）で紙書類のデータ化とストックレス
を促進し、オフィス内の紙書類・什器等の減少にチャレンジしま
した。まずはハード面から働きやすいオフィスの創出を試みまし
た。
・大量の紙書類の廃棄と半分以上の既存什器（２７台→１１
台）の撤去に成功。オフィス改革をやるぞという職員のベクトル
が合致し、チーム結束力も急上昇しました。
・什器撤去によって生まれたスペースを活用して、レイアウト変
更し、オフィス空間にも職員の心にも余裕が生まれました。

小さな投資で始
まる「オフィス改
革」大作戦

ⅱ
八幡東消防
署予防課

114
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実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R４～Ｒ７実
施
（実証実験
中）

・衛星画像とAIを活用した水道管の漏水調査を実施し、その
結果に基づき二次調査（計画的漏水調査）を実施する。
・これまで市全体の調査は２年かかっていたが、箇所を絞って
二次調査を行うことで、1年に短縮された。

衛星画像とAIを
活用した漏水調
査

ⅱ配水管理課115

R7.5.30

・下水道管路の調査は、調査員がマンホールから下水道管に
入り目視調査（従来手法）によって管の健全度を確認してい
る。
・八潮市での道路陥没事故を受け、国から要請された「全国
特別重点調査」を皮切りに、浄化センターに接続する水量が
多い管や、硫化水素濃度が高く目視での調査が困難な箇所
の調査にドローンを導入することで下水道管の健全度を効率
的かつ安全に把握することが可能となった。

ドローンを活用し
てメンテナンスの
DXを推進

ⅱ
下水道保全
課

116

R7.4.1

【背景】
水質管理課では、工場等から排水される下水の水質を監視し
ている。水質検査により基準違反が判明した場合、事業者に
対して是正を指導するが、違反原因の究明が困難で、効果的
な指導や改善が難しい事例もあった。
【実施内容】
違反した事業者への効果的な指導を実現するため、過去から
蓄積した水質検査データを活用する新たな取り組みとして
「データから簡便に複数のグラフが作成できるアプリ」を
Python(パイソン：プログラミング言語の一種でデータ分析や
データ可視化に強みがある)で作成した。これにより、
・アプリ実行で約30秒でグラフが完成
・グラフから水質悪化時の特徴等の知見が得られる
・事業者にグラフを示しつつ、是正の指導を行う
が可能になった。
【効果】
・違反時の指導が効果的に行えるようになり、事業者からは
「わかりやすい」、「改善のヒントになる」等の好意的な反応も
あった。
・これまで行っていた業務に「データ活用」の視点を加えること
で、業務遂行の質が向上した。

Pythonによる事
業場水質検査
データの可視化
を活用した事業
場指導の推進
～データ活用によ
る監視指導業務
のBPR～

ⅱ水質管理課117

ー上下水道局ー



自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.4.1

・Kintoneを使用し、施設担当部門内で情報共有もできる契
約システムを作成。
・契約パターンをアプリ内に組み込むことにより事務ミスの低
減を図った。
・契約にかかる帳票を出力可能とし、また契約担当者、業務担
当者で重複していた作業を統一することにより契約にかかる
全体の作業時間を削減した。
・契約状況が各部署からリアルタイムで閲覧可能となり情報
共有実現した。

Kintoneを活用し
た簡易工事、委
託契約システム
の導入

ⅱ
西部浄化セン
ター

118

R7～R10年
度
（回線多数
のため、
順次取組
中）

・水道施設における遠隔監視装置の通信方式をアナログ専用
回線から光デジタル回線（IP-VPN方式）へ変更し、通信費
等の削減を図る。（アナログ専用回線廃止(R10年度予定)に
伴う通信回線の再構築）
・効果：①通信費の削減、②通信品質の安定性および速度向
上、③通信品質の向上に伴うトラブルへの対応に係る時間外
勤務の削減、④直営作業の実施によるイニシャルコストの削
減、⑤作業を通じた職員の技術力向上、⑥市主導での構築
（ベンダーロックインの回避）
・本取組による効果の見込：「通信費の削減 約11,500千円
/年」、「時間外勤務の削減 50時間/年」、「イニシャルコスト
の削減 約1.7億円」

水道施設ネット
ワーク再構築の
取組
～通信方式の見
直しによる『通信
費等の削減』～

ⅱ浄水課119

R7.4.1

上下水道料金の納付書のサイズ縮小（ハガキ化）とデザイン
刷新により、大幅なコスト削減と業務運営の軽減を実現した。
今回の見直しでは、単なるコストの削減ではなく、「お客様（市
民）へ確実に文書を見てもらう」ことに焦点を絞り、目に留まる
工夫を徹底した。
具体的に
●従来の封書から圧着ハガキへ変更
●OCRデータの記載内容を工夫し、通常ハガキのサイズへの
小型化の実現
（これにより郵便代が１通あたり110円→85円へと抑制）

●従来の「目立たない」から「黒字＋白抜き文字」のハイコン
トラスト・デザインへ変更
●早期の未納整理対応のため収納担当の直通番号を大きく
表示した。
この結果、発送直後からお客様からの問い合わせが殺到。
これを好機と捉え、うっかり納付漏れの方への「きめ細やかな
電話対応」を実践し、早期の未納整理事務が進んだ。
その成果として、停水予告書等の発送が前年同月で毎月約
2,000通減少し、未納整理事務の大幅な削減に成功した。
これらの小さな工夫の積み重ねが年間2,200万円の経費節
減を実現。これによって生まれた時間的余裕は、職員が更なる
経営改善に挑戦できる環境へつながった。

水道料金・下水
道使用料の納付
書の圧着ハガキ
化

ⅱ営業課120

ー上下水道局ー
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自主改革 一覧

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.4.1

出納取扱金融機関から、事務負担軽減のため窓口での現
金払件数を削減するよう要請がありました。
要請を受け、主に現金で受領していた出張旅費等を、一般会

計同様、基本的に該当者個人口座に振込するように変更しま
した。
・上下水道局の会計システムは、現在でも紙決裁であり、個人
口座情報等が帳票に印字されないように、システムを改修。
・改修にあわせて、作業マニュアルを作成。
・主に各所属の庶務担当者が行っていた、現金受領、該当者
毎の仕分け、配布等の事務作業負担に加え、現金取扱いや保
管に関する危険負担も軽減。

旅費等の支払い
の窓口払から対
象者口座払への
変更

ⅱ経営企画課121

R8.4.1

出納取扱金融機関から、振込手数料等値上げの要請があり
ました（現在、協議継続中）。
振込手数料負担軽減のための公共料金等のクレジットカー

ド払への変更とあわせて、事務負担軽減のため、通信料金一
括請求サービスを導入しました。
・導入にあたり、作業マニュアルを作成。
・納付書毎に支出伝票を作成して支払いを行っていた通信料
金を、所属毎に１月分まとめてカード会社に支払うことにより、
約180件の伝票作成が30件程度で済むようになるため、各
所属の担当者及び経理係の審査担当者の事務負担を軽減。

通信料金一括請
求サービスの導
入

ⅱ経営企画課122

ー上下水道局ー
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実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7.7.10

正規バス運転者採用試験に係る見直し
①申込方式を紙申請から電子申請へ移行しました。
→遠方から受験する方の「申込書の取り寄せ」といった負担
が軽減されるとともに、印刷費用の削減や準備期間の短縮と
いった事務改善にも繋がりました。
②教養試験問題を独自に作成する方式からSPI３を活用する
方式に移行しました。
→近年の応募者減少という課題に対応するため、交通局でも
公務員試験対策不要の試験方式（SPI３）を導入しました。ま
た、これにより問題作成・チェック等に係る業務負担の軽減が
図られるたことから、その分を採用広報活動（運転体験会・説
明会）の強化に充てることが出来ました。

正規バス運転者
採用試験申込の
電子申請化

ⅱ総務経営課123

R7.9.28
バス運転者採用
試験問題の一部
外注化

ⅱ総務経営課124

ー交通局ー



自主改革 一覧

ー教育委員会ー

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R7実施

学校給食に対する市民の理解と関心を深めるため、北九州市
給食Instagramを立ち上げ、毎日の献立や給食のレシピ、給
食ができるまでの様子等、食育に関する情報を継続的に配信
した。この取組を通じ、市民が学校給食をより身近に感じ、食
育への関心を高めるきっかけを提供するとともに、学校給食が
持つ魅力を市内外へ広く発信した。限られたリソースの中で
情報発信手法を工夫し、市民との新たなコミュニケーション
チャネルを確立した。

「今日の給食
は？」毎日の献立
や調理の様子を
お届け

ⅱ学校保健課127

R7実施
市立中学校６２校を対象に、デジタル採点システムを導入。採
点の自動化、集計の迅速化、分析の容易化を図り、教員の業
務負担軽減と教育の質を向上した。

「時間を生むテク
ノロジー」中学校
における採点業
務のDX化

ⅱ
教育情報化
推進課

128

R８年１月実
施

「いじめに関する実態調査」のオンライン報告システムを全小・
中・特別支援学校・市立高校で本格導入した。このシステムに
より、いじめの事実を把握した時点で学校から第一報の報告
をあげる形式に変更し、学校と教育委員会との情報共有を速
やかに行えるようになり、早期発見・早期支援に繋げることが
できた。

WEBを利用した
「いじめに関する
実態調査」オンラ
イン報告システム
の構築

ⅱ生徒指導課129

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

R8.2.8

・選挙執行時、選挙事務に関する知識や経験を継承するため、
スマートフォンの写真機能を利用して、投票所内のレイアウト
等を記録している。
・これまでは、選挙終了後に、個々のスマートフォンからパソコ
ンへ写真データを転送する必要があり、多くの時間と労力を要
していた。
・令和８年２月執行の衆議院議員総選挙から、投票所で撮影
した写真データを集約するKintoneアプリを作成し、データの
収集を行った。
・スマートフォンから直接アプリにデータを入力できるようにな
り、パソコンへのデータ転送にかかっていた時間と労力の削減
につながった。

kintoneによる投
票所写真の収集

ⅱ選挙課130

ー行政委員会事務局ー
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ー公営競技局ー

実施
（予定）日

取組の概要取組名分類部署名№

令和７年５
月より実施

各種会議（事務改善会議、幹部会、衛生委員会、職員研修
等）の資料を電子化し、ペーパーレス化を推進。資料を回覧・
レポートで共有することで、印刷作業等の担当者負担の軽減
や、文書保存の省スペース化を図った。

会議資料のペー
パーレス化

ⅱ総務課125

R8.4.1

市民の利便性向上及び、ペーパーレスの観点から、FAXまた
は窓口で、申請書により予約を取る形からオンライン上での予
約システムに切り替え、よりスマート化した管理システムに移
行できた。

クレカ若松の施設
利用予約オンライ
ン化

ⅱ地域貢献室126



プラチナ市役所プロジェクトに関わらず、各部署にお
いて、職員一人ひとりがより良い仕事ができるよう、
職員の働き方等を見直すことで、市役所全体の労働
生産性やエンゲージメントの向上を図り、
質の高い行政サービスを提供し続けるよう
前例にとらわれない視点で、できる変革から始めま
しょう。

令和６年３月に策定した「北九州市政変革推進プラン」において、具体

的取組みの一つとして「挑戦を続ける機能的・機動的な市役所づくり」の

中に、「基本構想等及び推進プランに基づく変革意識の共有等」を掲げ

ています。

現場の声が、確実に
市役所をアップデートしています

プラチナ市役所プロジェクトは、

職員の皆様から寄せられたリアルな課題から提案が生まれ、

所管課の皆様に解決いただきました。

私たち自身の声と行動で市役所を変えていくことができます。

変革意識の共有のためには、

変革の成功体験を積み重ね「１人ひとりが変革の主役」であ

ると実感する必要があります。

そうした考えに基づき、令和６年度から職員のアイデアを生かし、

働きやすさと働きがいの実現や変革風土の醸成を図る

「プラチナ市役所プロジェクト」をスタートさせました。
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